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袖ケ浦市神納2420番3 工事期限 令和9年3月15日

細節

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事） 設 計 書

目

工事番号 公建工-24 提出月日

03 1401

部
長

09 節令和8年度 款

袖ケ浦市

＜目 的＞
　消防団第15分団詰所は建設から45年が経過し、建物の老朽化が進んだことから詰所の建替えを行う。

＜概 要＞
　・分団詰所新築工事 一式（木造2階建て 建築面積44.71㎡ 延床面積89.42㎡）
　・外構工事 一式（敷地内舗装、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁設置）
　・ﾎｰｽ乾燥塔設置

施工方法
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工事費内訳 1

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直 接 工 事 費

1
式

計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費
1

式



直 接 工 事 費 種目別内訳 2

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
建築工事

1
式

計



直 接 工 事 費 科目別内訳 3

建築工事

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設工事

1
式

土工事
1

式
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

1
式

屋根及び金属工事
1

式
木工事

1
式

木製建具工事
1

式
金属製建具工事

1
式

左官工事
1

式
内外装工事

1
式

塗装工事
1

式
ﾕﾆｯﾄ及びその他工事

1
式

外構工事
1

式
計



直 接 工 事 費 細目別内訳 4

建築工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
遣方 一 般

44.7
㎡

墨出し 一 般 -
- 89.4

㎡
養生 一 般 -

- 89.4
㎡

整理清掃 一 般 -
後片付け - 89.4

㎡
くさび緊結式足場 高さ10ｍ未満
(手すり先行方式) 掛払い手間・賃料・運搬費共 196.6

㎡
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎１類 別紙 00-0001
（運搬費共） 1

式
内部仕上足場 脚立足場 別紙 00-0002
（運搬費共） 1

式
内部階段仕上足場 別紙 00-0003

1
式

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 5

建築工事 土工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
根切り 小規模土工

- 18
ｍ3

床付け
44.7

㎡
土工機械運搬 根切り、埋戻し

- 1
往復

砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
6.1

ｍ3
床下防湿層敷き ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15
（材工共） 50.6

㎡
積み込み

18
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 土砂 DID区間無し 18
40.0㎞以下 ｍ3

残土処分
18

ｍ3
計



直 接 工 事 費 細目別内訳 6

建築工事 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【鉄筋】

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13
異形棒鋼 1.8

ｔ
鉄筋加工組立 小型構造物

- - 1.8
ｔ

鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度
1.8

ｔ
【型枠工事】

打放型枠 製作、組立、解体 50㎡程度
34.1

㎡
型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復

34.1
㎡

【ｺﾝｸﾘｰﾄ】

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業 18N/mm2
（材工共） ｽﾗﾝﾌﾟ15㎝ 2.5

ｍ3
普通コンクリート 君津・木更津地区 24N/mm2
（材料） ｽﾗﾝﾌﾟ18㎝ 17

ｍ3
強度補正値 3N/mm2 君津・木更津地区 24N/mm2
（普通ｺﾝｸﾘｰﾄ） ｽﾗﾝﾌﾟ18㎝） 17
（材料） ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0004

1
式

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 7

建築工事 屋根及び金属工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【屋根工事】 材工共

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 かわら棒葺 t=0.4
葺 心木無し､通吊子 63.3

㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

63.3
㎡

軒先唐草 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺 t=0.4
18.2

ｍ
ｹﾗﾊﾞ唐草 ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺 t=0.4

13.9
ｍ

ｹﾗﾊﾞ包み ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺 t=0.4
13.9

ｍ
棟包み ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺 t=0.4

9.1
ｍ

塩ﾋﾞ角樋 120×120 角止まり共
18.4

ｍ
硬質ﾎﾟﾘ塩化 径60 2箇所 受け金具共
ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) 13

ｍ
集水器 ｶﾗｰ塩ﾋﾞ角型 120用

呼び樋共 2
か所

小計

【金属工事】 材工共

外壁 既製品
軽量ｱﾙﾐ庇 W1000xD600 1

か所
軒裏 既製品
ｱﾙﾐ換気口 300x150 6

網付 か所
自然給気口 ｱﾙﾐ丸型ｶﾞﾗﾘ 100φ 防虫網付

外部 4
か所



直 接 工 事 費 細目別内訳 8

建築工事 屋根及び金属工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
自然換気口 ｱﾙﾐ丸型ｶﾞﾗﾘ 150φ 防虫網付

外部 ﾌｰﾄﾞ付き 7
か所

室内用換気口 150φ SUS製ﾚｼﾞｽﾀｰ
防虫網付 4

か所
小計

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 9

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【構造材】

土台 桧 注入 4000*120*120
8

本
土台 桧 注入 3000*120*120

1
本

管柱 杉 3000*120*120
52

本
桁、梁、頭繋、胴 米松集成 5000*390*120
差 3

本
桁、梁、頭繋、胴 米松集成 5000*240*120
差 1

本
桁、梁、頭繋、胴 米松集成 4000*120*120
差 10

本
桁、梁、頭繋、胴 米松 6000*300*120
差 1

本
桁、梁、頭繋、胴 米松 5000*270*120
差 3

本
桁、梁、頭繋、胴 米松 4000*150*120
差 7

本
桁、梁、頭繋、胴 米松 3000*150*120
差 11

本
桁、梁、頭繋、胴 米松 4000*120*120
差 15

本
母屋 杉 4000*105*105

10
本

母屋 杉 3000*105*105
5

本
小屋束 杉 4000*105*105

3
本



直 接 工 事 費 細目別内訳 10

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
小屋束 杉 4000*120*120

2
本

垂木 米松 4000*45*45
42

本
間柱 杉 3000*120*45

106
本

筋交い 米松 4000*90*45
14

本
筋交い 米松 3000*90*45

27
本

火打ち梁 杉 1200*90*90
26

本
小計

【ﾌﾟﾚｶｯﾄ】

基本加工代
89.5

㎡
筋交い

41
本

間柱
106

本
火打ち梁

26
本

構造用合板
41.4

㎡
運搬費

1
式

小計



直 接 工 事 費 細目別内訳 11

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【造作材】

幕板 杉 3650*180*25
10

枚
広小舞・上り淀 杉 3000*120*45

11
本

小屋筋交い、雲筋 杉 4000*105*30
交い 13

本
小屋筋交い、雲筋 杉 3000*105*30
交い 12

本
天井野縁、吊り木 杉 4000*45*40

210
本

窓台、窓まぐさ 杉 4000*120*45
15

本
外部胴縁 米松 4000*45*18

78
本

軒天野縁 赤松 4000*40*30
22

本
開口枠 桧 3000*200*40

5
本

廻り縁 MDF(ｼｰﾄ貼り)
4000*35*9 9

本
幅木 MDF(ｼｰﾄ貼り)

4000*60*9 9
本

見切り縁 杉 3650*30*30
基礎上端部、壁出隅部 11

本
上がり框 ﾀﾓ 1820*200*50

1
本

上がり框 杉 1820*90*45
根太架け 1

本



直 接 工 事 費 細目別内訳 12

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
上がり框 杉 4000*45*40
根太・床束 2

本
物入れ中段前框 杉 4000*100*45

2
本

物入れ 根太 杉 4000*45*40
8

本
物入れ 根太架け 杉 4000*100*30

2
本

物入れ 雑巾摺 杉 1820*30*9
2

本
棚 桁、柱 杉 4000*90*90

根太掛け45×90加工分共 12
本

棚 根太 杉 4000*45*40
15

本
小計

【建材】

野地板 構造用合板t=12
40

枚
2階床荒床 構造用合板t=28

25
枚

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ捨て張り 構造用合板t=12
26

枚
根太ﾌｫｰﾑ t=33

41.4
㎡

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12
41.4

㎡
物入れ天井 ﾗﾜﾝ合板t=5.5

2
枚



直 接 工 事 費 細目別内訳 13

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
物入れ中段 ﾗﾜﾝ合板t=9

1
枚

1階棚板 構造用合板t=12
12

枚
階段 集成材

ｻｻﾗ共 1
式

手すり
1

式
ｸﾛｰｾﾞｯﾄ SUS製 φ30
ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ 取付金具共 2

本
壁石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 不燃

44
枚

壁石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 不燃 強化
44

枚
壁ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ 2420*910 t=3

3
枚

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ見切り、
ｼﾞｮｲﾅｰ 1

式
天井 t=9.5 準不燃
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 35

枚
天井石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 不燃

30
枚

点検口 ｱﾙﾐ450×450
3

か所
断熱材敷込 ｸﾞﾗｽｳｰﾙt50-24kg/m3

172
㎡

金物類
1

式
小計



直 接 工 事 費 細目別内訳 14

建築工事 木工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【木工事費】

木工事費 大工手間
1

式
小計

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 15

建築工事 木製建具工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
WD-1 化粧ｼｰﾄ貼り 強化型ｶﾞﾗｽ4t

建具枠、ｶﾞﾗﾘ、鍵、戸当り共 2
取付共 か所

WD-2 化粧ｼｰﾄ貼り 強化型ｶﾞﾗｽ4t
建具枠共 1
取付共 か所

WD-3 化粧ｼｰﾄ貼り
建具枠共 1
取付共 か所

WD-4 化粧ｼｰﾄ貼り
建具枠共 1
取付共 か所

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 16

建築工事 金属製建具工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
AS-1 ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ ｱﾙﾐ製 別紙 00-0005

W3185 H2700 1
0.6t ﾛｰﾍｯﾄﾞ型 式

AW-1 強化型ｶﾞﾗｽ4t
窓枠、網戸、手すり共 5
取付共 か所

AW-2 強化型ｶﾞﾗｽ4t
窓枠、網戸共 1
取付共 か所

AW-3 強化型ｶﾞﾗｽ4t
窓枠、格子共 2
取付共 か所

AW-4 強化型ｶﾞﾗｽ4t
窓枠、格子共 1
取付共 か所

AW-5 強化型ｶﾞﾗｽ4t
窓枠、網戸共 1
取付共 か所

AD-1 欄間付 強化型板ｶﾞﾗｽ4t
ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、建具枠共 1
取付共 か所

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 17

建築工事 左官工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 44.7

㎡
基礎天端不陸調整
（材工共） 30.5

ｍ
基礎ﾓﾙﾀﾙ塗り 壁薄塗りﾓﾙﾀﾙ 金ごて 厚5

26
㎡

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 18

建築工事 内外装工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【外装工事】 材工共

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16 塗装品 金具止め 横張
防火構造認定品 ｼｰﾙ共 145

㎡
透湿防水ｼｰﾄ張り t=0.12

145
㎡

出隅ｺｰﾅｰ 外壁材同材
23.6

ｍ
見切縁
（軒、ｹﾗﾊﾞ） 28.5

ｍ
土台水切り

22.8
ｍ

換気孔廻り処理
9

か所
破風板

31.1
ｍ

外壁材残材処理
1

式
軒天井 けい酸 ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6
ｶﾙｼｳﾑ板張り 突付け 不燃材認定品 12.7

㎡
小計

【内装工事】

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰ ｔ2.8
ﾄ 1.7

㎡
ﾋﾞﾆﾙ幅木 高さ60

4.2
ｍ

天井廻縁 塩化ﾋﾞﾆﾙ製
55.5

ｍ



直 接 工 事 費 細目別内訳 19

建築工事 内外装工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
壁紙張り 防煙

材工共 109
㎡

天井ｸﾛｽ張り ﾎﾞｰﾄﾞ面
材工共 34.8

㎡
小計

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 20

建築工事 塗装工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
防蟻防腐剤塗り 基礎天端+1000
（材工共） 44.7

㎡
ＣＬ塗り 木部 工程B種
（細巾物） 素地B種 57.8

ｍ
ＥＰ－Ｇ塗り ﾎﾞｰﾄﾞ面 工程B種(一般)

素地B種 74.2
㎡

ＥＰ塗り けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面 工程B種(見上)
素地B種 12.7

㎡
ＳＯＰ塗り 木部 工程B種 塗料1種

素地A種(屋内) 23.6
㎡

ＳＯＰ塗り 木部 工程B種(屋内)
(糸幅300㎜以下) 素地A種 69.4

ｍ
計



直 接 工 事 費 細目別内訳 21

建築工事 ﾕﾆｯﾄ及びその他工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
流 し 台 ｽﾃﾝﾚｽ製 幅1050
（材工共） 1

か所
ｺ ﾝ ﾛ 台 ｽﾃﾝﾚｽ製 幅600
（材工共） ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ無 1

か所
吊 り 戸 棚 幅1050
（材工共） 1

か所
下足箱 ﾛﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ用 1725×758×330

3列×5段 1
(杉田ｴｰｽ BS-LL15H3同等品) 組

ﾎﾟｽﾄ (杉田ｴｰｽSGT-2100同等品）
1

組
看板取付 木製 W200 H1500

1
枚

計



直 接 工 事 費 細目別内訳 22

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
すきとり 積み込み共 H300程度

45
ｍ3

積み込み
45

ｍ3
建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 土砂 DID区間無し 15
40.0㎞以下 ｍ3

発生材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 路盤材 30
DID区間無し 5.0㎞以下 ｍ3

残土処分
15

ｍ3
建設廃材処分費 路盤廃材 処分地区：君津

48
ｔ

既存ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去 延長24.9ｍ
処分費含む 1

式
【敷地内舗装】

ｱｽﾌｧﾙﾄ機械運搬
1

式
開粒性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 A-5-15 500㎡未満

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物･路盤材共 97
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 C-15-15(溶接金網共)
人力 路盤材共 13.1
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ㎡

車止め 上下式
㈱ｻﾝﾎﾟｰﾙ LA-5K同等品以上 8

か所
ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 150×150

材工共 3
ｍ

【ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁】

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 延長35.5ｍ 別紙 00-0006
1

式



直 接 工 事 費 細目別内訳 23

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
【ﾎｰｽ乾燥塔】

ﾎｰｽ乾燥塔 別紙 00-0007
1

式
基礎 800*800 D=2400 切込砕石 別紙 00-0008

1
式

計



直 接 工 事 費 別紙明細 24

建築工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎１類 別紙 00-0001
（運搬費共） 1

式
ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り 防炎性能 JIS A 8952 Ⅰ類

基本料 修理費含む - 196.6
- ㎡

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り 防炎性能 JIS A 8952 Ⅰ類
掛払い手間 - 196.6
- ㎡

ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎性能 JIS A 8952 Ⅰ類
供用1日賃料 修理費含む - 196.6
- ㎡

仮設材運搬
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 196.6

㎡
計

内部仕上足場 脚立足場 別紙 00-0002
（運搬費共） 1

式
内部仕上足場 掛払い手間

脚立足場 80
階高4.0m以下 - ㎡

内部仕上足場 供用1日賃料 修理費含む
脚立足場 80
階高4.0m以下 － ㎡

内部仕上足場 基本料 修理費含む
脚立足場 80
階高4.0m以下 平家用 ㎡

仮設材運搬 平家建
(内部仕上足場 80
脚立足場) ㎡

計



直 接 工 事 費 別紙明細 25

建築工事 直接仮設工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
内部階段仕上足場 別紙 00-0003

1
式

内部階段仕上足場 掛払い手間
14

㎡
内部階段仕上足場 供用1日賃料 修理費含む

14
㎡

内部階段仕上足場 基本料 修理費含む
14

㎡
仮設材運搬
(内部階段 14
仕上足場) ㎡

計



直 接 工 事 費 別紙明細 26

建築工事 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0004

1
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
50m3/回未満 S15～S18 17
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満
基本料金 2

回
計



直 接 工 事 費 別紙明細 27

建築工事 金属製建具工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
AS-1 ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ ｱﾙﾐ製 別紙 00-0005

W3185 H2700 1
0.6t ﾛｰﾍｯﾄﾞ型 式

ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ W3185 H2700
0.6t ﾛｰﾍｯﾄﾞ型 1

組
三方枠 1.5t

1
組

工事費
1

式
搬入費

1
式

計



直 接 工 事 費 別紙明細 28

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 延長35.5ｍ 別紙 00-0006

1
式

根切り 小規模土工
- 10.6

ｍ3
床付け つぼ,布掘り

30.2
㎡

積み込み
10.6

ｍ3
建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 土砂 DID区間無し 10.6
40.0㎞以下 ｍ3

残土処分
10.6

ｍ3
砂利地業 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

3
ｍ3

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業 18N/mm2
（材工共） ｽﾗﾝﾌﾟ15㎝ 1.5

ｍ3
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10
異形棒鋼 0.12

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13
異形棒鋼 0.24

ｔ
鉄筋加工組立 小型構造物

- - 0.4
ｔ

鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度
0.4

ｔ
打放型枠 運搬共

85.2
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復
85.2

㎡
型枠目地棒 化粧目地 幅20 ×深さ10程度

18.9
ｍ



直 接 工 事 費 別紙明細 29

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 延長35.5ｍ 別紙 00-0006

1
式

普通コンクリート 君津・木更津地区 21N/mm2
（材料） ｽﾗﾝﾌﾟ18㎝ 9.5

ｍ3
強度補正値 3N/mm2 君津・木更津地区 21N/mm2
（普通ｺﾝｸﾘｰﾄ） ｽﾗﾝﾌﾟ18㎝） 9.5
（材料） ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0006/00-001

1
式

打放し面補修
28.4

㎡
計

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 別紙 00-0006/00-001
1

式
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回未満 S15～S18 9.5
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満
基本料金 2

回
計



直 接 工 事 費 別紙明細 30

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ﾎｰｽ乾燥塔 別紙 00-0007

1
式

本体 NAﾎｽﾎﾟｰﾙ ｳｲﾝﾁ式 両側12本吊り
手動ﾒｯｷｳｲﾝﾁ 2台・ｶﾊﾞｰ付き 1
汎用ﾊﾞﾝﾄﾞ 2本 式

取付作業費
1

式
計



直 接 工 事 費 別紙明細 31

建築工事 外構工事

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
基礎 800*800 D=2400 切込砕石 別紙 00-0008

1
式

根切り 小規模土工
- 4.8

ｍ3
床付け つぼ,布掘り

0.09
㎡

埋戻し(B種) 小規模土工 発生土
4.2

ｍ3
敷きならし 締め固め共

0.6
ｍ3

砂利地業 切込砕石
0.03

ｍ3
型枠（複合合板） 小型構造物用型枠 －

－ － 3.2
㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復
3.2

㎡
普通コンクリート 君津・木更津地区 24N/mm2
（材料） ｽﾗﾝﾌﾟ18㎝ 0.6

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設

工作物の基礎等 S15～S18 0.6
- - ｍ3

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 0.6

㎡
計



共通仮設費（積上分） 明細 32

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
仮囲い 単管＋ｼｰﾄ張り H=2000

44
ｍ

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ(ｷｬｽﾀｰｹﾞｰ W=6000 H=1800
ﾄ） 1

か所
ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ運転 4.9t吊り ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料
(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準 2

日
化学物質測定費 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等６品目

2
か所

交通誘導員Ｂ 交通誘導員Ｂ（その他率含む）
5

人
計



施 工 条 件 明 示 

工事名  袖ケ浦市消防団第 15分団詰所建設工事（建築工事） 

明 示 項 目 明 示 事 項 

(1) 工 程 関 係 

1. 本工事に係る工期は令和 9 年 3 月 15 日までとする。 

2. 監督職員及び施設管理者と協議の上、別発注の設備工事と調整し実

施工程を組むこと。 

(2) 用 地 関 係 1. 特になし。 

(3) 
公 害 対 策 

関 係 

1. 本工事の施工について、公共建築物標準仕様書に基づく方法による

ものとするが、万一公害が生じたり、また、生ずる恐れのある場合

には別途協議する。 

2. 道路等について、粉塵等により公衆に迷惑を及ぼすことのないよう

注意すること。 

3. 建設機械は、排出ガス対策型及び低騒音・低振動型を使用すること。 

(4) 
環 境 対 策 

関 係 

1. 大気汚染防止法の一部を改正する法律（令和 2 年法律第 39 号）に

基づき、解体工事等において、石綿含有建材の有無について目視又

は分析等の事前調査を行うこと。また、該当する場合は当該調査の

結果を所定の方法にて県及び発注者等へ報告すること。 

(5) 
安 全 対 策 

関 係 

1. 工事の施工にあたり、関係者と十分協議するとともに、第三者に事

故の起こらぬよう十分に配慮し安全対策を実施すること。 

2. 必要に応じ、現場出入口、公道等に誘導員を配置させ安全確保に留

意すること。 

3. 作業時間帯以外であっても異常気象時には、パトロール（状況の確

認）を実施し、異常があった場合は速やかに監督職員へ報告すると

ともに、交通等の支障とならないよう応急処置を施すこと。 

4. 足場の設置に先駆け、必要に応じて労働基準監督署への届出を実施

すること。 

(6) 
工 事 用 道 

路 関 係 

1. 敷地内の搬入、搬出経路については事前に協議すること。 

2. 搬入路に使用した、既設道路の補修が必要となった場合原形復旧す

ること。 

(7) 
仮 設 備 

関 係 

1. 工事影響箇所は十分養生し、工事完了後は安全・衛生上、問題のな

いよう清掃すること。 

2. 仮設計画図を参考に仮囲い等を設置する。なお、構造は請負者の責

任において、安全性を検討し決定するものとする。 

(8) 
残土・産業 

廃棄物関係 

1. 残土関係の搬出は特記仕様書のとおりとする。ただし、契約締結後

に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は、監

督職員と協議するものとする。 



2. 特定建設資材廃棄物の処理施設は、監督職員と事前に協議を行い決

定すること。 

3. その他、特記仕様書による。 

(9) 
工 事 支 障 

物 件 等 
1. 工事着手前に支障物件の確認を行い、適切な処置を講じること。 

(10) 排 水 関 係 1. 施設内の排水溝には汚濁水は流さないよう注意すること。 

(11) 薬液注入関係 1. 特になし。 

(12) そ の 他 

1. 施工にあたっては関係法令を厳守するとともに、事前に監督職員と

十分打合せを行いその指示に従うこと。 

2. 工事に関連する届出について、受注者の負担にて行うこと。 

3. 本契約締結後、建築確認申請等の届出に関する内容に変更が生じた

際には監督職員と協議の上、対応すること。 

 



様式１－３

１．事業（工事）概要

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

令和8年　月　日～令和9年3月15日

消防分団詰所新築工事一式　木造2階建て（敷地面積162.09㎡、建築面積44.71㎡・延床面積89.42㎡）

２．建設資材利用計画

地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％
％
％
％

　※　アスファルト・コンクリートの欄には、車道排水性及び歩道透水性舗装用アスファルト混合物の利用量は含めないものとする。

　※　最下段には、その他の再生資材を使用する場合に記入する。

３．建設副産物搬出計画

第1種 建設発生土 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％
第2種 建設発生土 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％
第3種 建設発生土 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％
第4種 建設発生土 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％
泥土（浚渫土） 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％
合 計 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 地山m3 ％ ％

％ ％
％ ％

％ ％

％ ％

％ ％
　※　建設発生土の区分（既存資料から判断するもとする）
　　　①第１種建設発生土・・・砂、礫及びこれらに準ずるもの。 ④第４種建設発生土・・・粘性土及びこれらに準ずるもの。（第３種建設発生土を除く）
　　　②第２種建設発生土・・・砂質土、礫質土及びこれらに準ずるもの。 ⑤泥土（浚渫土）　・・・浚渫土のうち概ねｑｃ２以下のもの。
　　　③第３種建設発生土・・・通常の施工性が確保される粘性土及びこれらに準ずるもの。
　※　建設発生木材の中には、伐開除根材及び剪定材を含む。
　※　建設汚泥、建設発生木材及び建設混合廃棄物の「⑦現場内利用」の欄には、上段に現場内利用、下段に現場内での減量化量を記入する。
　※　「⑩ストックヤードへの搬出量」には、他工事に再利用されることが予定される場合のみ記入する。
　※　「他工事」には、他機関の公共工事や民間工事も含む。

施 工 場 所 袖ケ浦市神納2420番3 工 期 ( 予 定 )

       リ  サ  イ  ク  ル  計  画  書 （積算段階） 工事担当者が作成し、設計書に添付

発 注 機 関 名 袖ケ浦市 工 事 名

⑤　再生資源利用率
備　　　　考

（②＋③）/①×100
④　新材利用量

工 事 概 要 等

建 設 資 材 　①　利　用　量 ②　現場内利用量 ③　再生材利用量

（減量化量）

土 砂
砕 石 ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ43.5 43.5 100

建設副産物の種類 ⑥　発  生  量 ⑦現場内利用量 ⑧他工事への ⑨再資源化施設

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ・ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ
ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ

85.8

備    考

建 設 混 合 廃 棄 物 ﾄ ﾝ
－

ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ

建
設
発
生
土

コ ン ク リ ー ト 塊 ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ

43.6

ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ －
ﾄ ﾝ －

建 設 汚 泥 ﾄ ﾝ

建 設 発 生 木 材

－
ﾄ ﾝ

100

0

⑪現場内利用率 ⑫有効利用率

85.8

搬出量　 への搬出量　 ドへの搬出量　 （⑦/⑥）×100 （⑦+⑧+⑨+⑩）/⑥×100

⑩ストックヤー

43.6

ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ
ﾄ ﾝ

－
ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ ﾄ ﾝ



図面番号 図　面　名　称 縮尺

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

特記仕様書５

―

―

―

―

―

特記仕様書６ ―

A-１０

A-１１

A-１２

A-１３

A-１４

A-１５

A-１６

A-１７

A-１８

A-１９

A-２０

A-２１

A-２２

A-２３

A-２４

A-０１

A-０２

A-０３

A-０４

A-０５

A-０６

A-０７

A-０８

A-０９

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

軸組図

求積図

建具表(2)

建具表(1)

展開図(2)

展開図(1)

平面図・屋根伏図

―

階段詳細図

矩計図

平面詳細図

立面図・断面図

仕上表

1/50

1/100

1/50 ・1/20

1/50

1/50

1/50

1/30

1/30

1/50

1/100

1/100

1/100

基礎伏図・配筋図

床伏図・小屋伏図・天井伏図

1/100

配置図・案内図

1/100

外構図

仮設計画図

ホース乾燥塔詳細図

1/100

1/50

1/100

図　面　リ　ス　ト

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

笹　原

図面リスト

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１ 袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-00



　　洋室、台所、便所

５．仮設通路

・　（財）日本建築センター評定品又は建設技術評価規定

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

階数建 　物 　名 　称 建築面積 延べ面積 諸　　室構　造

・　ＳＤ３４５

　監督職員規模　・　１号　・　２号　・　３号　・　４号　・　５号　・　　　

工法　　　・　プレボーリング拡大根固め工法　　　・　中掘拡大根固め工法

　　形式

施工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　     (4.3.3～4.3.5)

章 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

１

共

通

事

仕　　様　　書

工　事　名　称

第１　工　事　概　要

２．特　記　仕　様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

　　〇印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

　　〇印と※印のついた場合は、共に適用する。

２．敷　地　面　積

３．主　要　用　途

４．建　物　概　要

１．工　事　場　所

章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

　　及び盛り土

２

仮

設

工

事

１

一

般

共

通

事

項

一

般

項

１

共

通

事

一

般

項

３

土

工

事

４

地

業

工

事

２）特記事項は〇のついたものを適用する。

４）(G)印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」(以下グリーン購入法」という）の特定調達品目

項　　　　　　目

　　コンクリート杭

・

・　

種　類　の　記　号 呼　　　　　び　　　　　名　（ｍｍ）

    かぶり厚さ

　柱、梁、壁及び庇等の外気に接する打放し面

施　　工　　箇　　所

※　10　　　・　

表5.3.6の値に加える寸法(mm)

　　の評価を受けたもの

　　フック

５

鉄

筋

工

事

    試験

を示す。

３）特記事項に記載の（　　　）内表示番号は建築工事共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。　

１．適用基準等

　　の登録

２．工事実績情報

１．監督職員事務所

２．工事用水

３．工事用電力

４．仮囲い

６．仮設足場

１．埋めもどし

２．建設発生土の

１．既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

　　地業

処理

２．場所打ち

４．床下防湿層

１．鉄筋の種類

２．鉄筋の継手

３．鉄筋の最小

５．最上階柱頭補強

６．帯筋

７．壁開口部の補強

８．梁貫通孔の補強

９．機械吊上げ用

10．圧接完了後の

※　別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させる。

※　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省 平成

　　足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行専用

　　手すり及び幅木の機能を含む）を確保するものとする。

千葉県条例に基づく「建設発生土管理基準」及び「建設副産物処理基準」（別記-１）に基づき

適正に処理すること。

    

  　　　　　　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/mm2以上　

　　　　　　　　　　・　オールケーシング工法（孔内の水張　※行う　・　行わない）

　　　　　　　　　　・　場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　　　　　・　拡底杭工法（※安定液使用・　　　　　）

・　耐久上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

        ・　建設汚泥から再生した処理土 (G)

種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　   (4.3.2)

杭の継手　　　　　                                                    　　   (4.3.6)

　コンクリート種別及び設計基準強度　　　　　　　　　　　　　　      (4.5.3)(表4.5.1)

  鉄筋の種類　　　　　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による。                　　 (4.5.3)

  セメントの種類　  ・　高炉セメントＢ種　(G)                   　　         (4.5.3)

             　　 　・　リバース工法

　掘削工法　　　　　・　アースドリル工法（※安定液使用　　・無水掘削）    (4.5.4～5)

  側壁測定　　　　　・　行う（　　　　　　　　　　　）　　・　行わない      (4.5.4)

※ 再生クラッシャーラン（G)　　・ 切込み砕石　　                         　(4.6.3)

　ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上重ね幅縦横共250mm以上                   (4.6.5)

(5.2.1)(表5.2.1)

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　（　　　　ヶ所）　　　　　　　　　　　　　　　(別7.3)

種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　　　　　　(3.2.3)　(表3.2.1)

継手数 セット数 備　　考杭径(mm) 杭長（ｍ）及び種別
長期設計
支持力

  施工箇所　　※　建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

建築基準法に基づく指定機関において性能評価を受けた無溶接継手

を使用してもよい。

・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　　β＝　　　γ＝　　　

を採用できる工法

杭周固定液　　　・　使用する

・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

本　杭

３．砂利地業

４．既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭の

　　杭頭補強

・

・

※　別契約の関係業者がある場合は、当該業者に無償で使用させる。

図示

構造図による

構造図による

第２　建築工事仕様

１．共　通　仕　様　書

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書

機械器具置場・詰所 木造 地上2階

・　成型鋼鈑　

・　鋼鈑敷き

による。

　　車庫、機械器具置場

特記仕様書１

17.電子納品

・　最小かぶり厚さは目地底から算定する。                                   (5.3.5)

・　構内指示の場所に敷ならし　　　・　構内指示の場所に堆積　 　・           (3.2.5)

※　構外搬出適切処理

※　千葉県福祉のまちづくり条例　　　施設整備マニュアル

・　設ける　　　　　※　設けない                                    　　　　 (2.3.1)

　構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（・　有償　　・　無償）(2.3.1)

※　ＳＤ２９５Ａ

先端部形状　　　　・　開放形　　　　・　閉そく平たん形　       　　  　　　　(4.3.2)

杭頭の処理　　　　・　切断しない　　　　　　　　　　　　　　　　           　(4.3.7)

・　D19以上

・　ガス圧接　　※　重ね継手                (5.3.4)

・　Ａ型　　　・　Ｂ型　　　　　　　                                         (別1.1)

・　行う　　　・　行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　(別2.1)

・　Ｈ型（□は除く）　　　　                                                 (別2.2)

　一般型　　・　Ａ型　　　・　Ｂ型　　　・　図示          　　　(別4.2)(別表4.3～4)

　耐震壁　　・　図示 

・　Ｈ形　　　・　ＭＨ形　　　・　Ｍ形 　                 　　　 (別7.1)(別表7.1～3)

・　超音波探傷試験　　　・　引張試験                                        (5.4.9)

　　（建築工事編）（電気設備工事編）（機械設備工事編）及び公共建築木造工事標準仕様書（共に最新版）」

※　公共建築工事標準仕様書(建築工事編)国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

　　21年４月）」により、設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある

※　公共建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和4年改定）

※　建築工事安全施工技術指針・同解説　（建設大臣官房官庁営繕部監修）

※　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）　（国土交通省住宅局建築指導課監修）

その他（消防団員詰所）

・　建築物解体工事共通仕様書・同解説　　国土交通省官房官庁営繕部監修（最新版）

※  単管＋シート張り

　　足場型とするか、又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能（二段

※　営繕工事写真撮影要領(令和5年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※　本工事の最終請負代金（消費税込）が、500万以上となる場合には、工事実績情報　

　　システム（CORINS)に基づき工事実績データを作成する。

　　また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示す期間内に

　　（一財）日本建築情報総合センターに所定の手続きにより登録するとともに、

1）工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

2）登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

3）工事完成時　　　　　契約完成後10日以内

・　工事用電力設備の保安責任者は千葉県自家用電気工作物保安規程第二十六条の３により

　使用するよう配慮する。

　(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　(3)安定的な供給が可能であること

　(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること

　　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

　ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

※　環境配慮物品調達方針に基づき環境に配慮した物品を優先的に購入するように配慮する。

　　する建築材料等

※本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有するものとし､次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板､仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを

　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　極めて少ないものとする。

３）接着剤はフタル酸ジーnーブチル及びフタル酸ジー２－エチルヘキシルを含有しない難揮

　　発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

    放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

４）塗装はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　　が極めて少ないものとする。

５）１）3)及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は

　　ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　ただし、自家用電気工作物の場合は1.3.3(a)～(c)の他、次によるものとする。

　　　工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める

　　　工事管理者（　　　　　　　　）の任命する監督職員の指示に従い保安業務を行う。

※　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の(1)～(6)の事項を
　満たすものとする。

　(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける

３．電気保安技術者

４．工事電力設備の

　　保安責任者

５．条件明示項目

６．発生材の処理

７．建築材料等

８．化学物質を発散

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

　　また、本工事において使用する材料が県内において生産されるものについては、優先して

また､設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量｣は､次のとおりとする｡ (1.5.9)

・　適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.3)

・　適用する（　・　自家用電気工作物　　　・　一般電気工作物　）

　　使用区域を変更しようとする場合において保安監督者（電気監督職員）に「自家用電気

　　工作物使用区域変更届書」を提出すること。　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.4)

※　監督職員の指示により処理を行う

規制対象外

　　１）JIS及びJASのF　　　　規格品

　　２）建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　３）下記表示のあるJAS規格品

　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

      ｂ．接着剤等不使用

　　　ｃ．非ホルムアルデビド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

    　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

技　能　検　定　作　業適用工事種別

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

コンクリートブロック

・ＡＬＣバネル

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

防水工事

　・　合成ゴム系シート防水工事作業

　　工法

※　標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。 ９．特別な材料の

10．一級技能士

 ・ とび作業

・　適用する  ・　適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1.5.2)

 ・ 鉄筋組立作業

　・　構造物鉄工事作業    ・　とび作業

　・　コンクリートブロック工事作業   

　・　ＡＬＣバネル工事作業

　・　ＦＲＰ防水工事作業

　・　型枠施工　　・　コンクリート圧送工事作業

※

※

測定対象室        ・図示          

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定箇所数        ・図示          

測定数値が厚生労働省指針値を超えた場合は、換気後再測定し報告書を提出すること。

※　木材保存（木材の防腐・防蟻処理）剤は、クロルピリホスを含有しない非有機リン系の

　木材保存剤を塗布することとする。

※　コンクリート圧縮試験及び鉄筋の引張等試験については、千葉県建設技術センター等

　　濃度測定

13．材料試験

　　の試験機関で実施すること。

※　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。14．施工図等の取扱

※　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。15．設備工事との

　　取合い

11.化学物質の

12．木質保存剤

　・　パラジクロロベンゼン(用途が学校の場合、上記項目に追加する。)

・

分　　類　・　規　　格

※　キャビネ版　　・　　※　カラー

部　　　　数

（１） 工事写真　　１部

（電子納品ＣＤを袋に入れ綴じ込む）

撮影箇所数

現場指示による

台所

各室1箇所

16. 完成図等

着工前の測定    　 ※　行わない　　・　行う

　※　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

※ 1部

洋室

（２）完成写真（撮影業者　　※　監督職員の承諾する撮影業者　・　　　　　　　　）　　

※施工完了時に室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測定し、報告すること。　　　(1.5.1)

　　薬剤とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.3.1）

　木材の防腐・防蟻処理方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.3.1)(12.3.2)

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

　・　大工工事作業

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

　・　ボード仕上げ工事作業    ・　壁装作業

　・　プラスチック系床仕上げ工事作業

　・　カーペット系床仕上作業

　・　建築塗装作業

  ・　ビル用サッシ施工作業　　・　ガラス工事作業

　・　金属製カーテンウォール工事作業

　・　自動ドア施工作業

　・　ビル用サッシ施工作業    ・　ガラス工事作業

　・　左官作業

　・　鋼製下地工事作業    ・　内外装板金作業　　・　鋼製下地工事作業    ・　内外装板金作業　

　・　造園工事作業植栽工事

　・　石張り作業

　・　タイル張り作業

　・　内外装板金作業　　・　スレート工事作業

　・　建築配管作業

　・　アスファルト防水工事作業　　　

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

　・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業　

　・　塩化ビニル系シート防水工事作業

　・　セメント系防水工事作業　　・　シーリング防水工事作業

　・　改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

　・　溶融ペイントハンドマーカー工事作業　

　・　加熱ペイントマジンマーカー工事作業

　　木材の防腐・防蟻処理は工場において加圧式により行い、十分乾燥した後に現場へ搬入

　すること。ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて

　　２）建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　３）旧JISのE0規格品

　　１）JIS及びJASのF　　　規格品

　　４）旧JASのFC0の規格品

第三種

※　別紙　｢施工条件明示｣参照

　　登録内容確認書の写しを提示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.1.4）

※　D13以下

 １　本工事に係る完成図書の納品方法は原則電子納品（発注者指定型）とし、

　　ただし、電子納品が困難な場合は、初回打合せ時に発注者と協議すること。

（３）完成図等　　　二つ折製本（Ａ４版）　・　２部　　・　

　構内既存の施設　　・　利用できない　　※　利用できる（※　有償　　・　無償）(2.3.1)

笹　原

下記　(１）～(３）を工事引継書により引継ぐこと。                       　　  (1.7.1～3)

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市神納2420番3

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

162.09㎡

A-01

44.71㎡ 89.42㎡

R8.8

※ 図示　　　・　設計ＧＬ＝現状ＧＬ

※　本工事完了（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、１年目及び２年目に関係者

　　するものとする。（木造は1年目のみ）

※　工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

　　　１．積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。

　　　２．さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また積み込ませないこと。

　　　４．取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等

　　　　　を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

※　本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

　　散防止対策マニュアル」に基づき施行する。

※　特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る石綿飛

・　大気汚染対策　　・　騒音、振動対策　　・　水質汚濁対策　　・　地盤沈下対策　　

※　本工事の完成引渡まで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の保険

　　に附すること。

(2)　保険金額　　請負代金全額

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に提示

すること。

・　防塵対策　　・　一般廃棄物対策　　・　交通障害対策　　・　その他（　　　　　　　）

　　共事業における環境影響の低減」を推進し、達成するため、施工計画書の”環境対策”内

　　に、独立した項目として「環境に配慮した工事の実施計画」について記載するものとする。

　 違法運行の防止

　　し、その処理について協議）を行うので、施主から依頼があり次第施設点検に立会い協力

(3)　保険期間　　工事の着工時から工事完成期日後14日までの期間

19．保険

22.過積載による

23.環境対策 ※　受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と、円滑な工事施工を図ること

・　受注者は、千葉県が運用を開始している環境マネジメントシステムの構成要素をなす「公

※　受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等を対

　　（工事監理事務所、施設管理者、受注者）による施設点検（不具合の有無を確認

(1)　被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

　　象とする燃料の抜取調査に対しては、監督職員の指示により協力しなければならない。

　　　　　過積載を助長しないようにすること。

　　　５．建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたって、下請事業者、骨材等納入者の

　　　　　利益を不当に害さないようにすること。

　　　６．以上の内容を、下請業者にも十分指導すること。

　　「実施計画書」には次の内容を記載すること。

※　建設機械は、排ガス対策車及び低騒音型を使用すること。

※　国等による環境物品の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく

　　及び容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮

　　されていること。」）に留意すること。

　　　工事現場に立ち入らせないこと。

　１．不法・違法無線局（不法パーソナル無線）を設置したトラック、ダンプカー等を

　　　24.工事現場管理

25.中間検査

※　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

・中間検査を実施する　　（回数　３　回，　　実施時期　鉄筋・建方・屋根外壁　完了時）

　　　３．過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、

26.設計変更等

　　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包

※　設計変更等については、契約書第19条から第26条及び公共建築工事標準仕様書建築工事

　　編1-1.1.8から1-1.1.10に記載しているところであるが、その具体的な考え方や手続き

　　については、「営繕工事請負契約における設計変更ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）」を準用することと

　　する。

により提出することができる。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、又は

地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式

本工事は、週休２日促進工事である。受注者は、原則週休２日で施工すること。

行うこと。

週休２日の実施に当たっては、「袖ケ浦市週休２日促進工事試行要領（営繕工事）」に基づき

27.創意工夫

28.その他

20．設計ＧＬ

21．施設点検

「袖ケ浦市建設工事電子納品運用ガイドライン」に基づき納品すること。

　　ならない。

　　貸与するCADデータを当該工事の施工図又は完成図の作成以外の目的に使用しては

　　設計図CADデータを貸与する場合の著作者は(　　　袖ケ浦市　　　　)であり、

２　本工事では、設計図CADデータを貸与(　する　・　しない　)。

　　目的とする「工事関係者連絡会議」を設置すること。

※　発注者で組織する安全対策委員会が行う審査、検討、安全点検等に協力すること。

交通整理員     ※　配置する　　　・配置しない

  配置概要

  配置場所：

※ただし必要に応じ付加増員する

現場入口付近

　　日

18.安全対策 ※　受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全円滑に実施することを

  配置人数：　　５　人　　　　　配置期間：　　　　　　　



１．補強ｺﾝｸﾘｰﾄ

・　F    ･ F - R

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

・

・

・

・

・混和材：セメント系(酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート等に

　　　　　よって膨張する性質を利用するものとする｡)

・セメント ：JIS R 5210(ポルトランドセメント)による普通又は早強ポルトランドセメントとする｡

材　　　　　　　　　　　　料亜鉛めっきの種別 適　用　部　位

A種

B種

C種

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト、

素地ごしらえは、JIS H9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

・砂 (土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので､特に精錬されたものを

　絶対乾燥状態で使用する｡

・配合比 (各重量比  セメント + 混和材 : 砂 = 1 : 1 )

･凝結時間 (凝結開始時間  1時間以内   終結時間  10時間以内 )

･無収縮性 (材齢７日  収縮しないこと)

　・　ブリージング(練混ぜ２時間後のブリージング率=2.0%以下)

 　　　　　 ②塩化物量は､JIS A 5308｢レディミックスコンクリート｣付属書5(規定)
 ｢フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン濃度試験方法｣による｡)

Ｃ

２．レディー

・　床パネル

種　　　　　　　類 単位荷重（N/m2）

・1180　・1960 ・　　

・

・2350  ・3530

・980

・　外壁パネル

･ B  ･ C  ･ D  ･ E

･ A　 ･ B 　･ C

厚さ(mm) 取付け工法種別

仕上げの種類

７

鉄

骨

工

事

３．施工管理技術者

４．鋼材の材質

試　験　の　種　類

・　図示

試　　　験　　　箇　　　所 試　験　方　法

・　放射線試験

５.スカラップ

６．エンドタブ

７．高力ボルト

８．溶接部の試験

９．耐火被覆

　　温度の溶接条件 　　　　　・　図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８

コ

ン

ク

リ

|

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

・

出

    ﾌﾞﾛｯｸ造

　　ブロック帳壁

　　及び塀

・　間仕切壁　　　・　地下二重壁　　　・　外壁　　　　厚さ(mm)　　

・　塀　　（高さ２ｍ以下）　　　　厚さ(mm)　　・　１２０

・　塀　　（高さ２ｍを超える）　　厚さ(mm)　　・　１５０

・　衛生配管用裏積みブロック　　　　　　　　　・　１００

Ｌ

パ

ネ

ル

石

工

事

１．天然石張り

施　　工　　箇　　所 種      類 産　地・名　称 厚さ(mm)

３．壁の石張り工法

　　工法

    ・　乾式工法

　石裏面処理　　　　　　・　行う（　・　小口共）

　裏打ち処理　　　　　　・　行う

　　工法

　　・　乾式工法

　石裏面処理　　　　　　・　行う（　・　小口共）

　裏打ち処理　　　　　　・　行う

４．床及び階段の

　　石張り

タ

イ

ル

工

事

１．陶磁器質タイル

せっ器

施工箇所 形状寸法
き　　　じ 釉薬 役物 色

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

磁器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文
適用（G)
再生材の

備　　考

２．張り付け用材料

保水率
（％）

長さ変化率
（％）

曲げ強さ
（N/mm2）

0.20以下 4.0以上

接着強さ（N／mm2）

温冷繰返し後標準時

0.60以上 0.40以上

単位容積質量

（kg/l）

1.80程度70.0以上

　　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（６章コンクリート工事）

３．壁タイル張り

　　の工法

４．陶磁器質タイル

　　型枠先付け工法

※タイルシート法 ※標仕6.9.3［材料］(b)(2)又は

　金属製タイル先付け用パネル

タイル型枠先付け面のせき板適用タイル

・大型タイル

10

11

６

コ

ン

ク

リ

|

ト

工

事

施　　　工　　　箇　　　所

・　

　　の種別

　　種類
種　　別 塗装の有無

・　Ｃ種

施　　　　工　　　　箇　　　　所

    躯体の表面処理

水和熱
7d

28d

352J/g 以下

402J/g 以下

※Ｆ種

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

４．押出成形

　　セメント板

    (ECP) 表　　面　　形　　状表　　面　　形　　状表　　面　　形　　状種類 厚さ(mm) 幅(mm) 工法種別

           ･　無し

耐火性能   ･　有り(             )

９

防

水

事

施　工　箇　所 シーリング材の種類（記号）

する。

工

・　D    ･ D - R

・  T    ･ T - R

・  D    ･ D - R

・  T    ･ T - R

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

　パネル
・外壁

・間仕切
　パネル

　Ｘ－１の脱気装置

　　　・　設ける　材種（　　　　　　　）　　設置数量　　　　箇所（　　　m2／箇所）

１０年

１０年

　５年

保証期間防　水　種　別

・アスファルト防水

・合成高分子ルーフィングシート防水

・塗膜防水

・シーリング材

　種　　　別　

セメントの種類 施工箇所

（標仕8.4.5による）

２．テラゾ張り

  階段石張りの裏面処理　　・　行う

３．スランプ

    ミクスト

    コンクリート

１．普通ｺﾝｸﾘｰﾄの

　　設計基準強度

４．セメントの種類

５．骨材の種類

６．混和材料

７．無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

　普通ポルトランドセメント

　　又は混合セメントのA種

　高炉セメントB種 (G)

・　普通ポルトランドセメントの品質は、JISR5210に示された規定の他、次の規定に適合

　　するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

・　エコセメント (JIS R 5214)

アルカリシリカ反応による区分

セメントの種類

高炉セメントＢ種　　（捨てコンクリート）

※　複合合板（JASS規格品とし監督職員の承諾を受けること）　　　

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

　　ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、

　　仕上がり面凹凸状態とする。

　　高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50N/mm2 以上かつ、2.5分/m2 以上とし、

　　施工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。

　　また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

　　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

※施工範囲は図示による。

成

押

種　類　の  記　号 規 　格　 等使　　　用　　　箇　　　所

・　建築基準法第77条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を

　　受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能

　　評価基準」に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場

　　又は同等以上の能力のある工場。

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ　　切断する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

完全溶込み溶接部

　

・　マクロ試験

・　ラス張りモルタル塗り

　無収縮モルタル

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／mm2）　　　※１８　　　　　　　　　　　　　    　　　（6.14.3)

(7.2.1)(7.2.4)(表7.2.1)

　 (7.9.2～7.9.7)

・　耐火材

　　吹付け ・　半乾式吹付けロックウール

・　乾式吹付けロックウール

所要性能及び適用構造部位

・　耐火板張り

・　耐火材巻付け

・　湿式ロックウール

　　　　　　　　             　                               　　(7.12.3)(表14.2.2)

・床パネルの耐火性能（　・　１時間　　・　２時間）

目地巾（mm）　　　※２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.4.3)

伸縮目地への耐火目地材の充てん　　　・　適用する　　　　　　　　　　　　　　　(8.4.3)

                                                        　　　 (8.5.2～5)(表8.5.1,2)

　石の種類・表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10.2.1)(表10.2.1～2)

  外壁石張り                                       　    　  (10.3.2～3)(10.5.2～3)

　内壁石張り                                            　   (10.4.2～3)(10.5.2～3)

  床石張りの裏面処理　　　・　行う

  石の厚さ(mm)                                                         　　 (10.6.2)

　タイルの種類                                                         　 (11.2.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.2.2)(11.4.2)(表11.4.1)

・　小口タイル

・　二丁掛タイル

既成調合モルタル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.2.3)

適用する　　　　　　　　　　                                            (7.1.3～4)

　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　(8.4.2～6)(表8.4.3～4)

・　木質系セメント板捨て型枠　　　環境配慮形物品を使用

　　製造所　　　監督職員の承諾する製造所

・　ラス型枠　：ラス型枠型枠の設計・施工指針案（日本建築学会）4.2.3により施工する

・　フラットデッキ：床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)

５．シーリング

６．防水の保証期間

・　工事監理者の承諾する製作工場

10．アンカーボルト

　　の保持及び

　　埋込み工法

　　モルタル工法

１．鉄骨の製作工場

２．入熱、バス間

11．柱底均し

12．溶融亜鉛めっき

　　工法

　・　建方用アンカーボルト (　・　Ａ種　　・　Ｂ種　・　Ｃ種）　　　(7.10.3)(表7.10.1)

　・　コンステンシー (Jロートによる流下時間:練混ぜ完了から３分以内の値は､8±2秒 )

･圧縮強度 (材齢3日  25.0 N/mm2以上  材齢28日 45.0 N/mm2以上)

･付着強度 (材齢28日  3.0 N/mm2以上)

･塩化物量 (0.3㎏/m3以下)

･試験方法  (①日本道路公団規格(JHS)｢無収縮モルタル品質管理試験方法｣ 312-1992による｡

２．コンクリート

３．ＡＬＣパネル

・　間仕切りパネル

・　屋根パネル

構造図による

全箇所

設計基準強度Ｆｃ(Ｎ／mm2)

８．型枠（せき板）

9．打放し仕上げの

10．コンクリート

　５年

１．アスファルト

　　防水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～8)

種　　　　別 施　　　工　　　箇　　　所

・　Ａ－２

・　Ｄ－２

・　ＢＩ－２

                   ただし、ノンフロンのもの。

立上り部の保護

２．改質アスファ

　　ルトシート防水

・　ＡＳ－１　　　　　・　ＡＳ－２　　　　　　　　　　　　　　　　(9.3.2～4)(表9.3.1)

・　厚さ（　　　　　　　　）

・　施工箇所

３．合成高分子系

　　ルーフィング

　　シート防水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (9.4.2～3)(表9.4.1)

種　　別 厚さ　（ｍｍ） 施　工　箇　所 仕上塗料塗り 使用分類

　※　非歩行

　・　軽歩行　・ カラー

　・ シルバー・　Ｓ－F1

・　Ｓ－F2

・　Ｓ－M1

・　Ｓ－M2

・  Ｓ－M3

４．塗膜防水

種　　別

・　Ｘ－１

・　Ｘ－２

・　Ｙ－１

・　Ｙ－２

Ｙー２工法の保護シート

・ カラー

・ シルバー

仕上げ塗料塗り施　工　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        　 (9.5.2～3)(表9.5.1､2)

平場

立上り

　　達物品等のうち、「高日射反射率防水」に適合するとして、「環境物品の調達の推進に関す

　　る基本方針」（平成22年2月5日閣議決定）に規定される「判断の基準」及び「配慮事項」を

　　満たすものとする。

Ｍ

章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

基礎

ＭＳ－２

特記仕様書２

捨てコンクリート※ 18N/mm2

・　無　・　有

・　Ｂ

・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

適用箇所　・ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　　・図示　　　　　　　

・　ＪＩＳ規格

・　ＪＩＳ規格

・　ＪＩＳ規格

・　ＪＩＳ規格

・　トルシア形高力ボルト　・　JIS形高力ボルト ・　溶融亜鉛めっき高力ボルト(7.2.2)(7.12.4)

　ＡＯＱＬ　　　・　４．０％　　　・　２．５％                              (7.6.11)

　検査水準　　　・　第６水準      ・　図示                         (7.6.11)(表7.6.2)

・　超音波探傷試験 ・　7.6.11(b)による

　・　構造用アンカーボルト (　・ 　図示  　･              )

・　Ａ種　　　･　Ｂ種　　　　　　　                   　　 (7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

・　空洞ブロック１６　　　・　空洞ブロック１６ーW   　　　　　　　　       　(8.2.2)

・標仕表８．３．１及び下表による。                                         　(8.3.2)

・　100

・　100

・　100

・100  ･ 150

・　F    ･  F - R

・　ＡⅠ－２

アスファルト　　・　３種　　　・　４種      　                        　　　 (9.2.2)

断熱工法の断熱材　厚さ（mm）　 ・　２５(G)     ・   　                 　    (9.2.2)

・　乾式保護材　　　・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(厚さ  15mm)                       　　　 (9.2.5)

・　1.2   ・　　

・　2.0   ・　　

・　1.5   ・　　

・　1.5   ・　　

・　1.2  ・　　

　・ 合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水は、「グリーン購入法」第6条第2項第2号に規定される特定調

・適用する　・適用しない

建具周り

　種石の種類 　　 ・　大理石　　　　・ 　                     　 (10.2.1)(表10.2.2)

　表面仕上げ　　　・　本磨き　　　　・　　　　　　　　　　　　

　形状 ･ 寸法     ・  図示

    ・　外壁湿式工法（　・　流し筋工法　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）　

　ドレインパイプ　　　　・　ステンレスＳＵＳ３０４　　　　・　

　　・　内壁空積工法（　・　あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法　　・　あと施工ｱﾝｶｰ工法）

  屋内のワックス掛け　　・　行う　　　　　　・　行わない               　　 (10.1.5)

・

・

・

・

・

・

・

　役物：標準曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

　タイルの見本焼き　　　　・　行わない　・　行う（・　外壁タイル　　・　　　　　）

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　・規制対象外　　・　第三種 　                  (11.2.3)

　内装タイル　・　壁タイル接着剤張り　　・　改良積上げ張り      (11.3.3) (表11.3.2)

  外装タイル　・　密着張り       ・  ﾏｽｸ張り

　　躯体表面の処理　・　行わない　　・行う（施工範囲　・図示　・　　　　）

　下地モルタル塗り　・標仕15.2.2～15.2.5

　タイルの試験張り　・行わない　　・　行う（・外壁タイル　・　　　　）　　　(11.2.1)

※　Ａ種

・　Ｂ種

※　無　・　有

・　無　・　有

外部、内部

   　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   (6.2.2)

※　Ⅰ類　　　・　Ⅱ類　　　　　　　　　　　　　　　   　(6.2.1)(6.4.1～2) (表6.2.1)

          (6.3.1)(6.13.2)(6.14.2)(表6.3.1)

※　混和剤　　　・　混和材                                            (6.3.2)(6.4.8)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       (表6.2.4)

　下表以外は、表９．６．１．による。　　　　　　　　　　　　　　　　(9.7.1)(表9.7.1)

※　Ａ                                                                (6.3.2)(6.5.4)

 無収縮モルタルの品質及び試験方法

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合並びにパネルと他部材との取り合い部の

防水工事及びシーリング工事は専門工事業者による責任施工とし、保証に関する資料を提出

工作物のスランプ　　　１５cm又は１８㎝

笹　原

※ 24N/mm2＋強度補正　

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-02R 8 . 8



※ たも ・ なら ・ しおじ

開閉形式　　　　※　手動式　　    ・　電動式　　　　　　　　  　 (16.11.2)(表16.11.1)

建具用金物                                                     　　  (16.3.6)(16.4.6)

１．ステンレスの

　　表面仕上げ

※ 1級  ・ 2級

　　めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

※　塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金

・ 薄付け仕上塗材

　　　　　　　・　製造所標準仕様による

・ スパンドレル形

・　メーカー仕様
・　

 ･ 正方形

材　　　　　　　　　　　　　　　　　種

※　シーリング材

※　シーリング材ステンレス製

鋼製及び軽量鋼製

建 具 の 種 類

　アルミニウム製

14

金

属

工

事

種　　　別 施　　　　工　　　　箇　　　　　所

・2B程度

・鏡面仕上

・　

下記以外の見え掛かり全て

　　及び

２．アルミニウム

　　の表面処理

　　アルミニウム合金 施　　　　工　　　　箇　　　　　所種　　　　　　　　　　　　　別

･ B-1種（無着色）

･ B-2種(・ ブラウン系 ・　ブラック

　　　　･ ステンカラー　　　　　)

･ 

３．鉄の亜鉛めっき

施　　　　工　　　　箇　　　　　所

電気亜鉛めっき

種　　別表面表面処理方法

溶融亜鉛めっき

　　下地の補強

15

左

官

工

事

15

左

官

工

事

・　複層仕上塗材

　　仕上塗材

・　軽量骨材

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

防火材料の指定

　　仕上げ

・　内装薄塗材Ｅ

・　可とう形外装薄塗材Ｅ

・　防水形外装薄塗材Ｅ

・　外装薄塗材Ｅ

・　外装薄塗材 S1

・　可とう形外装薄塗材 S1

・　複層塗材ＣＥ

・　可とう形複層塗材ＣＥ

・　複層塗材ＳＩ

・　複層塗材Ｅ

・　複層塗材ＲＳ

・　防水形複層塗材ＣＥ

・　防水形複層塗材Ｅ

・　防水形複層塗材ＲＥ

・　防水形複層塗材ＲＳ

・　吹付用軽量塗材

・　こて塗用軽量塗材

・　外装薄塗材 Ｓ

・　内装薄塗材 Ｃ

・　内装薄塗材 Ｌ

・　内装薄塗材 Ｓ１

・　内装薄塗材 Ｗ

・

　砂壁状じゅらく

　砂壁状

・

・

・

　京壁状じゅらく

上塗り材

　　　　・　メタリック

砂壁状

平たん状

建

具

工

事

16

建

具

工

事

　　シャッター
種　　　　類 呼　　び　　名 仕　上　げ　材　の　形　状

耐風圧性能　　　　（　　　　　　）N／m2

耐風圧性能    (         )N/m2

　　ドア

・　ガラスブロック　

　　及び溝

　防火戸のｶﾞﾗｽ留材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

標仕16.13.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会JASS17

　　フィルム 名　　　　　　　　　　称 種　　類

第２種

張　り　面

飛散防止率　Ｄ１

性　能　等

・　　　

性　能　等

品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

 ･ 長方形

表面形状 呼び寸法 (mm)

 ･

厚さ (mm)

 ･ 

色調 防火性能

・　有り

　（SUS304）・ファイバーグラスタイプ

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚(mm)

※0.4　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2～3)(表13.2.1)１．長尺金属板葺

屋根葺工法　　※図示

下葺材料　　　※アスファルトルーフィング９４０　

２．折板葺

形　　　式

形状(mm)

材　　　料

（規格等）

軒先面戸板

断　熱　材

耐火性能

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.3.2～3)(表13.2.1)

３．とい

木

12

工

事

13

屋

根

及

び

と

い

工

事

17

カ

｜

テ

ン

ウ

ォ

｜

ル

工

事

設計図書による規定の他、特記なき事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１４による。

・　 ・　

種　　　　　類 規　　　　　格　　　　　等

カーテンウォールの方式

　・　方立方式

　・　バックマリオン方式（・　単純２辺支持構法　　・　ＳＳＧ構法）

　・　パネル方式

　・　スパンドレル方式

小型パネル組合わせ方式（・　ノックダウン方式　　・　ユニット方式）

１．メタル

　　カーテンウォール

・　保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　）

２．樹種

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．集成材等 (G)

品　　　　　　名

※　集成材

・化粧ばり造作用集成材

規　格・品　質 芯　材　の 樹 種

・　

・　

化粧単板の樹種

４．接着剤

５．防腐・防蟻処理

防腐､防蟻処理の種類､品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

６．床板張り

下張り用床板

床　　　　板

ホルムアルデヒドの放散量

１．木材の品質

※ 2種

※ 1級  ・ 2級

又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量              

　※　規制対象外　　　　・　第三種

製　　　　法

・　押し出し

表　面　処　理材　　　種形　　　　状

・　パネル形

・　ロール

寸法(mm) 厚(mm)

種　類

・　

・　100形

・　350形

・　250形

４．軽量鉄骨天井

表面処理

・　B-2種(     )

・

呼称肉厚(mm)

   1.6以上

   1.8以上

   2.0以上

固定間隔 備　　考

固定方法及び間隔

は品質計画で定め

隅角部及び突当たり

作所の仕様による。たもの

部等の役物は本体製

　　タラップ
種　　　　　類 材　料　の　種　別

・　手すり

表　　面　　処　　理

・　タラップ ・　鉄　　　

・　鉄

・　アルミ ・　　　

・　　

７．手すり及び

　　

界面破断率(%)

 50以下

 接着強度(N/mm2) 

 0.98以上  

   吸水量(g)

1g以下/30分

全固形分(%)

 表示値±1.0 

      均質で有害と認められる異物の混入がないこと｡

混合割合

セメント重量

の5%以下

JIS R2501の試験　8において

始発　　１時間以上 

終結　１０時間以内 

 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比

70%以上

透水比吸水比

95%以下 80%以下

２９４．０

ＫPa/h

安全性　　膨張性のひび割れ及びそりがないこと｡　　　JIS R5201の試験　９

　　の直均し仕上げ

施工箇所 備考
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種別

・　Ｂ種

・　Ｃ種

耐風圧性

　Ｓ－４

　Ｓ－６ 　Ａ－４

気密性 水密性

　Ｗ－５

枠見込(㎜)

  １００

施　工　箇　所

　Ｓ－５

・　Ａ種 ※Ａ－３

・

※Ｗ－４ ※　７０

・ ・

※図示

屋内建具

　　　　　　・　Ｃ－２種　又は　Ｂ－２種( ･ ブラウン系  ･ ブラック  ･ ステンカラー)

　形　　式　　※　外部可動式　　・　固定式　

耐風圧性の適用は建具表による

　　建具

　　　　　・　　　　　　　　　　　　　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による                   　

 ※規制対象外         ･ 第三種

４．網戸

６．鋼製軽量建具

７．ステンレス製

･ 屋内用防火シャッター

･ 屋内用防煙シャッター

･ 一般重量シャッター    耐風圧性能(            )Ｎ／m2

･ 外壁用防火シャッター  耐風圧性能(            )Ｎ／m2

　　シャッター

開　閉　方　法

・SWD-1　・SWD-2

　

･ 凍結防止措置(適用箇所は建具表による)

セ　ン　サ　の　種　類

　　引き戸装置 ・　製造所標準仕様による

11．自閉式上吊り

危害防止機構

12．重　　　量

又はJIS G3318（塗装溶融亜鉛－5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯

スラット　材質　※JIS G3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

金　属

ガラス

石、タイル

ガラス

ガラス

被着体の組合わせ
シーリング材の種別

                  ・　適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・　製造所標準製作規定寸法許容差による

種　　　　　　　　　別

・　Ａ－１種　　・　Ｂ－１種

・　Ａ－２種　　・　Ｂ－２種

・　着色塗装 塗装材料(　　　　　　　　) 焼付け方法(　　　　)ｺｰﾄ (　　　　)ﾍﾞｰｸ

　色　　　　　　　彩　　　　　　　等

無着色

※ ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ ﾌﾞﾗｯｸ　・ ｽﾃﾝｶﾗｰ　・　　　

　　　　　　　　風圧力に対して安全であること。

主要部材のたわみ

支点間距離（Ｈ）

・　４ｍを越える

た　わ　み　量

　　かつ絶対量20mm以下

状　　　　　　　　　　　　　態

変形が起こらないこと

耐震性能                                                                (17.1.3)

水密性　　　　・　Ｗ－４　　  ・　Ｗ－５                                (17.1.3)

気密性　　　　・　Ａ－３　　  ・　Ａ－４　　・                          (17.1.3)

状　　　　　　　　　　　　　態種　別　構　造

鉄骨造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

層間変位量(H=支点間距離)

部材に有害な歪みが起こらない。

シーリングは、補修程度

　　　　　　・　正圧　　　N/m2以上及び負圧　　　N/m2以上に対して安全であること。

記　　号 主成分による区分 耐久性による区分

                　・　適用する［種類：　　　   厚さ(mm):       施工箇所　※図示］

下記以外は標仕表9.6.1による

※  標仕 12.2.1     ・　市販品

                                                                        　 (12.2.2)

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・　第三種

※規制対象外     ・　第三種

・　板張り　

                                                　　　　　　　　 (14.2.2)(表14.2.1)

                                                                    　　    (14.2.1)

                                                             　　 (14.2.3)(表14.2.2)

　耐震性を考慮した補強　　　　　　※　図示

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

・　Ｂ－１種

・　

・　Ｂ－２種（　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.6.2)(表14.2.1)

                                                   　　　(14.7.2)(表14.2.1)(表14.7.1)

防水剤の種類  建築用のモルタルに用いるセメント防水剤　JIS A1404による試験）

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）                             　         　(15.2.2)

・ 砂壁状 ・ ゆず肌状 ・ さざ波状

・ 砂壁状　・ 着色骨材砂壁状

・ 凹凸状 ・ ゆず肌状 ・ さざ波状

・

特殊な建具の仮組み（建具符号：　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　   　 (16.1.4)

・適用あり（図示）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     (16.1.6)

防音ドアセット　・　防音サッシ　・　適用する　遮音性の等級（　　）

断熱ドアセット　・　断熱サッシ　・　適用する　断熱性の等級（　　）

耐震ドアセット　・　適用する　面内変形追随性の等級（　　）

特定防火設備の戸      ･　適用あり   

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による                   　　　　(16.3.2)(表16.3.1)

  表面処理　※　Ｃ－１種　又は　Ｂ－１種　　　　　　　　　　　　　　　　　(表14.2.1)

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による                   　　　　　　　　　(16.4.2)

建具金物の種類　　※　監督職員の承諾を受ける　　・　　　　　　　　   　　　　(16.7.2)

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　）　　　鏡板（　　　　　　) 　　      （16.6.2）

特定防火設備の戸      ･適用あり                                       　　 (表16.5.1)

種類・ SSLD-1　・ SSLD-2

・ DSLD-1　・ DSLD-2

・ マットスイッチ　　・ 電子マットスイッチ

・ 電波スイッチ　 ・ 熱線スイッチ　 ・ 光電スイッチ

・ タッチスイッチ　　・ 押ボタンスイッチ・　スイングドア

・ 多機能便所スイッチ　　・ 押ボタンスイッチ

シャッターの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.10.2)

　・　シャッターの二段降下方式

・　鋼鈑     　　　　　　　　　　　　　　　　             　(16.11.3)

形状　※　インターロッキング形　・　オーバーラッピング形       　(16.11.4)

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール

・スタンダード形

・バーチカル形

・ハイリフト形

                                                                   　　  (16.12.2～3)

板ガラスをはめ込む溝の大きさ                                           　　(16.13.3)

ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか､性能値が確認できる資料を監督職員に提出する。

シーリング材及びガラス取付材料            　　　       　　　(9.6.2)(17.2.2)(表9.6.1)

アルミニウムの表面処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(17.2.3)(表14.2.1)

耐風圧性能                                                            　　  (17.1.3)

木材の含水率　　※Ａ種　　　・　Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.2.1)

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂

接着剤に含まれる可塑剤は、揮発性のものとする。　　　　　　　          　　　(12.2.6)

　　　　　　　　　・　排水用リサイクル硬質塩化ビニル管(REP-VU) (G)

カーテンウォール材料の種類                                               　(17.2.2)

                                                     (14.2.1)(14.8.2～3)(表14.2.2)

下表以外は標仕表6.2.4 及び 標仕15.3.2による。                    (表6.2.4)(15.3.1～2)

                                    　　　　　　　　 　　　　(16.8.2～3)(表16.8.1～3)

平たんさ　（mm）

３．仕上塗材 13．軽　　　量

14．オーバーヘッド

16．ガラス留材

17．ガラス用

５．金属成形板張り

６．ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

・　300形

１.ﾓﾙﾀﾙ塗り材料

２．床コンクリート

１．見本の製作

３．アルミニウム

５．鋼製建具

８．木製建具

９．建具用金物

10．自動ドア

　　開閉装置

耐風圧性の適用は建具表による

２．防犯建物部品

15．ガラス

ＳＯＰ

マジックミラーフィルム 放送室

225形

（カラー）

・　アルミ製　　　　

防蟻処理  ※ 行う ( ・　 図示   ･                     )

章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

瓦棒葺(心木なし)

防腐処理  ※ 行う ( 標示12.2.8(c)による　　　・ 　図示                     )

  W=100  1.0

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

図示

通し吊り子

※　※　構造用集成材

※　造作用集成材

※

材　　　種　　　　・　配管用鋼管　　※　硬質塩化ビニル管　　　　　(13.5.2)(表13.5.1)

掃　除　口　　　　・　有り（図示）　　　　　※　無し

  表面処理　※　Ｂ－１種　・　Ｂ－２種（・　ﾌﾞﾗｳﾝ系　・　ﾌﾞﾗｯｸ　・　ｽﾃﾝｶﾗｰ)(表14.2.1)

※　住宅用

　網の種別　　・ ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　※　合成樹脂製　・　ｽﾃﾝﾚｽ製(sus316)

※　防火仕様

※　合板張り

※　複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・　重ね形　　・　はぜ締め形　　・　かん合形

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚・0.6　・0.8

・　塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・　有り　　・　無し

・　有り（種別：　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・　無し

・30分耐火　　・　無し

鋼管製といの防露　・標仕表13.5.5による　　　　　　　　　　　　(13.5.3)(表13.5.5)

　　防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　・　規制対象外      ・　第三種

・　HL程度

　・天井ふところ１．５ｍ以上の場合は吊りボルトの補強を行う

　屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強　　・　図示

・　プレス

・ アルミニウム製

　伸縮調整継手　・　設けない　・　設ける（施工箇所は図示）　　　　　　　　　(14.7.3)

・　A-1又はB-1種

・　ステンレスSUS304

・　ステンレスSUS304

・　ＨＬ程度　　・　鏡面程度

亜鉛めっき　外部　・　Ｃ種　

　　　　　　内部　・　Ｅ種　

・　研磨無し　　　・　　　

亜鉛めっき　内外部　・　Ｃ種

・　複層塗材ＲＥ

・ 凹凸模様・ 凸部処理・ ゆず肌状

耐候性　・　３種　　・ ２種　　

　溶媒　・　水系　・　溶剤系　

　樹脂　・　アクリル系　　

　外観　・　つやあり　・　つやなし

防水形の増塗材　・　行う

　・　規制対象外　　　・　第三種

　・　屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

表面仕上げ　　・　ＨＬ仕上げ　　　　・　鏡面仕上げ　　　　・　　       　　  (16.5.4)

曲げ加工　　　・　普通曲げ　　　　　・　角出し曲げ　　　　・　         　　  (16.5.5)

          　・新鳥の子又はビニル紙程度（押入れ裏面等は除く）　・鳥の子

・スライディングドア
・ 光線　　反射スイッチ　　・ 音波スイッチ

材料　　　　　・　SUS304アルミニウム製等　防錆性能を有するもの

品質規格　　　・　標仕表16.9.1による　　　　　　　　　　　　　　　　　   (16.9.2～3)

開閉機能　　    ・　上部電動式（手動併用）　　　・　上部手動式   (16.10.2)(表16.10.1)

　・　障害物感知装置(自動閉鎖型)

一般重量シャッターのシャッターケース　　・　設ける　　 ・　設けない　　　  (16.10.2)

ガイドレール等　・　鋼板製　　※　ステンレス製SUS304(厚さ1.5mm)  　　　　 (表16.11.2)

・スチールタイプ

・ クリア ・　無し

※　シーリング材　　・　ガスケット（FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）

・　ガラス飛散防止フィルム ・　内張り　・　外張り

・　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による。

構造用ガスケット　・　適用しない 　                                    　　 (17.2.2)

断　熱　材(G)　　・　適用しない　                                  　　　   (17.2.2)

製品の寸法許容差　・標仕表17.2.1による　　　　　　　　　　　　　  (17.2.3)(表17.2.1)　

  性能値　　・　建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた

・　４ｍ以下 ・　±(1/150)×H ・　各部の破損、残留変形、有害な

　設計用震度　　水平方向（ＫH）  ・ １．０　　・　　

　　　　　　　　垂直方向（ＫV）  ・ ０．５　　・　　

・　±(1/100)×H以上

・　±(1/200)×H以上

・ 部材の脱落、ｶﾞﾗｽの破損及び主要

耐火性能　　　・　適用しない　・　適用する( 　             時間、施行箇所：図示)

映像調整　　　・　行わない　　　・行う（建具表による）

製造所　      ・　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を得る　

・　無し

・ 1級  ・ 2級

特記仕様書３

行う箇所（　ＧＬ＋１ｍまで　　　　　　  　）　　　                       (12.3.1～2)

フローリング及び縁甲板張り床                                    　 (12.6.1)(表12.6.1)

　吸水調整材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15.3.1)

外部に面する建具　　　　　　　　　                     　　(16.2.2)(16.2.3)(表16.2.1)

防虫網                                                                 　　 

ふすまの上張り　　　                                   　　                (表16.7.3)

マスターキー　　　・　作成する　　　　※　作成しない             　     　　 (16.8.4)

 ※ 建具表による                                          　　    (16.14.2)(16.14.5)

ガラス留材                                                  　　  (16.14.3)(表9.7.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　(15.6.1)(表15.6.1)

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの発散量  　　 (16.6.2)

※ 図示による                                      　　　(12.2.1)(表12.2.2)

笹　原

・チェーン式

・電動式

※バランス式

※アルミニウムタイプ ※ローヘッド形 ・ステンレス鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板

500

１階車庫

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-03R 8 . 8



モルタル､プラスター面   ※　B種    　・　A種(施工箇所:            )

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

塗装仕上げ３６φ（市販品）

※ 適用する     ・ 適用しない

耐　電　性　　  　･　人体帯電圧３kv以下(フリーアクセスフロア敷設範囲)　

20

　・　ポリエステル樹脂化粧板

・メラミン樹脂化粧板(G)

　　敷き

　　　床シート張り

２．ビニル

表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

　　　※ 規制対象外      ・ 第三種

・ 現場発泡

・硬質木片セメント板(G)

17

カ

｜

テ

ン

ウ

ォ

｜

ル

工

事

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１４による。

鉄筋　　　※　ＳＤ２９５Ａ　　　・　　

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆ0）

金物種類及び部位

ＰＣ板打込み金物

ＰＣ板打込み取付ボルト

取付ボルト

レベル調整ボルト

内　　　　　　　　　部 外　　　　　　　　　部

２次ファスナー

シーリング材料                                                 

施　工　箇　所

カーテンウォール板間目地

記　　号 主成分による区分 耐久性による区分

シ　ー　リ　ン　グ　材　の　種　別

２．ＰＣ

　　カーテンウォール

所要スランプ（cm）

18

塗

装

工

事

１．材　　料

19

内

装

工

１．接着剤

 ※ 規制対象外          ･ 第三種

 ※ 接着剤に含まれる可塑剤は､揮発性のものとする

・

・

種　　類 記　号 色　　柄 厚さ(mm)

３．ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ張り

・　

種　　　　　　類

 ･・　ホモジニアスビニル床タイル

厚さ(mm) 備　　　　考

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

・　

・　

JISの記号

４．帯電防止

　　床タイル張り

・

・　

性　　　　能

・　ホモジニアスビニル床タイル

厚さ(mm)種　　　　　　類

体積抵抗値(JIS K6911による)

9
１．０×１０ Ω以下

漏えい抵抗値(JIS　A1454による) 

10
１．０×１０ Ω未満

・

・

５．ビニル幅木

11．せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　　その他の

　　ボード張り

                                                              (19.7.2)(表19.7.1)

種　　類

・ロックウール化粧吸音板

・不燃積層せっこうボード

・15　　・20　　・25　　

・15　　・20　　・25　　

・15　　・20　　・25　　

厚さ(mm)、規格等JISの記号

9.5(不燃) 　　化粧無（下地張り用） 

　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

・シージングせっこうボード

・せっこうラスボード 9.5

・ミディアムデンシティ

  ファイバーボード

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・素地MDF(RS)　化粧MDF(・DV ・DO ・PC)

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      

・無研磨板  ＶＮ    　　・研磨板  ＶＳ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      

・ 素地  　・ＲＮ－ＨＢ  ・ＲＳ－ＨＢ 

・ 2.5　 ・ 3.5　 ・ 5　 ・7 

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      

・Ｔ－ＩＢ　・Ａ－ＩＢ　・Ｓ－ＩＢ

合板類、繊維板、及びﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

※規制対象外     ・ 第三種

　　種 　　　　　　　　　　　類

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

記　　号 厚さ(mm)

・ ロックウール吸音ボード１号

19

内

装

工

事事

１．フリーアクセス

　　フロア

                                                                          (20.2.2)

仕上り高
 (mm)

・パネル構法

・溝構法

・パネル構法

・溝構法

・パネル構法

・溝構法

・　1.0G

・　0.6G

・　1.0G

・　0.6G

・　1.0G

・　0.6G

・3000N

・5000N

・3000N

・5000N

・3000N

・5000N

・ 帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

・タイルカーペット

の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする

　表面仕上げ材の品質・規格は、１９章内装工事による

　　　　　　　　　　　　　　　  コンセントの箇所数は図示

           　               フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　　　・　有り（※　固定式　・　可変式　　：施工箇所は図示）

２．可動間仕切り                                                                          (20.2.3)

施　工　箇　所 構　　法 耐荷重性能 表面仕上げ材
時水平力

適用地震

構　造　形　式
パネル部
の総厚さ

(mm) 厚さ(mm)

表面材種
表面仕上げ 遮音性能 防火性能

・スタッド式
・スタッドパネル式
・パネル式

・

　 ・ 0.8 )
　又はアクリル
　樹脂焼付け

・ あり ・ あり

・ なし・ なし
 ( 　　  )

                                                                          (20.2.4)

遮音性能による区分 厚さ(mm) 表　面　材 表面仕上げ 操作方法

・　一般タイプ

・　遮音タイプ
(36db以上)

・　　
・　焼付け塗装
・　壁紙張り

・ 手動式 ・ 電動式
・ 部分電動式

・　　
・　焼付け塗装
・　壁紙張り

・ 手動式 ・ 電動式
・ 部分電動式

４．トイレブース

遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

足形状　　　　　※　幅木型　　　・　足金物型

（材　料）

５．階段滑止め

形　　　状    ビニルタイヤ入り

幅    (mm)　　約３５

　　　　　　　両端フラットエンド

６．階段手すり

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

　　　　　　　　　・　製造所標準製作規定寸法許容差による

耐火材料

施　工　部　位 種　　　　　　　　　別 規　　格　　等

・　ファスナー部

・　取り付けブラケット

・　パネル目地部

・　層間ふさぎ

　　　　　　　　風圧力に対して安全であること。

状　　　　　　　　　　　　　態

鉄骨造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

層間変位量(H=支点間距離)

シーリングは、補修程度

　 しない。ガラス等の破損もない。

建物の構造種別

　　　　　　・　正圧　　　N/m2以上及び負圧　　　N/m2以上に対して安全であること。

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

施　工　部　位　及　び　塗　料　種　別種　　別

鋼製の建具及び、２液形ポリウレタンエナメル塗り、

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗りの場合

Ａ種、Ｃ種以外

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

２．素地ごしらえ

・　コンポジションビニル床タイル（軟質）

・　コンポジションビニル床タイル

・硬質木毛セメント板(G)

・普通木毛セメント板(G)

・普通合板（難燃処理）(G)

・単板張りパーティクル

  ボード　　　　　　　(G)

・ハードボード（素地）(G)

  ボード　　　　　　　(G)

紙
繊 維

(織物)
無機質

その他

(化学繊維)(ビニル)

プラ

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

壁紙の種類

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

施工箇所 防火性能 備考

種　　類 施工箇所

・押出法

厚さ(mm) 品質等

(スキン層付)

・ポリスチレン

フォーム

　保温板

断熱材

・ ※難燃性

ノンフロンのもの(G)

ノンフロンのもの(G)

ロックウール､グラスウール､フェノールフォーム､ユリア樹脂またはメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量

市販品

材　　　質

・　硬質塩ビ製

表面仕上げ

・　木目調

性　　能 幅(mm)

・ 100

・ 100

備　　　考

製造所の標準品とする。　　ニウム製 ・ アルマイト処理品
準不燃品

15．浴室天井

種　　　　別 施　工　箇　所

コンクリートの種類及び品質　　　　　　　　　　                         　　(17.3.2)

　　・　下表による（ただし、下表以外は17.3.2による）

取り付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質　　　　　　　　(14.2.3)(表14.2.2)

下記以外は標仕表9.6.1による                               　(9.6.2)(17.3.2)(表9.6.1)

耐風圧性能                                                            　　 (17.1.3)

耐震性能                                                               　　 (17.1.3)

　亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別                 　　 (18.2.4)(表18.2.3)(表18.3.4)

壁紙施工用でん粉系接着剤､ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

                                                                　　(19.2.2)(19.3.3)

                                                                       　　 (19.2.2)

工　法　　※　熱溶接工法　・　突付け（施工箇所　　　　　　　　　　　） 　　 (19.2.3)

                                                                      　　  (19.2.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.2.2)

                                                                     　　 (表19.7.1)

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材                       　　 (19.7.2) (表9.6.1)

                                                                       　　 (19.8.2)

素地ごしらえ　　　　　　                                   　　　　(表18.2.4)(表8.2.7)

壁紙のホルムアルデヒドの放散量    ※　規制対象外      ・　第三種

・

・　接地部分

・　一般部

・　ビニル製ハンドレール

７．黒板及び

　　ホワイトボード

・ ホワイト

・ 黒板

寸法(mm)

　ボード

・スクリーン付け引き分け

・スクリーン付け引き分け

色　　　　彩 備　　　　　　考種　　　　類

８．鏡

　　　　　　　（ ・　両面　　・　片面）

              ・　無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識　案内用図記号についてはJIS Z8210による。

　　工　　法　　※　こて押さえ

・ キャスタブル耐火物                 

９．表示標識

10．煙突ライニング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　 (20.2.8)

寸法 (mm)    ・　 図示                                                     (20.2.9)

・ 煙突用成形ライニング材                                              　  (20.2.11)

表面仕上げ　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）        (17.3.2)

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別　　　　　　(18.2.7)(表18.2.7)

・　織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19.3.3～4)(表19.3.1,2)

　・　Ａ種

　・　Ｂ種

　・　Ｃ種

　・　カットパイル

　・　ループパイル

　・　カット、ループ併用

　　　　パイル形状　種　別 　　色　柄

　・　柄物（標準品）

　・

　　　　備考

パイル形状 パイル長(mm) 工　　　　　　法

・　

・　グリッパー工法

　・　　

備考

耐　電　性　　  　※　人体帯電圧３kv以下　　　・　　

パイル形状 種　　　　　　別 種類 総厚さ(mm)

７．合成樹脂塗り床

種　　　　　　　　　　　類

・　弾性ウレタン塗り床材

・　エポキシ樹脂塗り床材

・　防滑仕上げ

仕　上　げ　の　種　類

９．畳敷き

下地の種類

標仕表12.5.1による床組

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット･ループ併用

・　カットパイル

８．フローリング

　　張り

ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン(G))

畳の種別

10．ポリスチレン

　　フォーム　

  　床下地材

ノンフロンのもの(G)

・ カット､ループ併用

・　タフテッドカーペット　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　(19.3.3)(表19.3.2)

・　タイルカーペット　　　　　　　　　　　　　　　           　　 (19.3.3)(表19.3.2)

ユリア樹脂を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量　                   　　 (19.4.2)

・　　

ホルムアルデヒドの放散量   ※規制対象外    ･ 　第三種                      (19.5.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　(19.6.2)(表19.6.1)

耐　電　性　　  　※　人体帯電圧３kv以下　　　・　　

                                                  　　 　　　(19.4.2､3)(表19.4.1～7)

※ 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ 単層フローリング

樹　　種 工　　　法

※ 釘どめ工法(C種)

仕上塗装

・　無塗装品

※　塗装品　※　なら

　・　ひのき

　　　種　 　　　　　別 備考

HW

NW

NF

0.8FK

DR

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

MDF

HBHB

IB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (19.9.2～3)

材　　　種　　ステンレスＳＵＳ３０４                                    (20.2.6)

表面仕上げ材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        (20.2.5)

12.5（不燃）

9.5（準不燃）

厚さ3.0

建物内部に使用するユリア樹脂を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量　                

※ 規制対象外     ･ 第三種

・屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18.1.3）

３．床用塗料塗り

４．防塵用塗料塗り

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

３．移動間仕切

14．断熱材

13．壁紙張り

12．吸音材

６．カーペット

積層フローリング カバ 隠しビス特種張り １液性ウレタン

５０

・１００ ササラ用

５．塗料塗り

章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

タイプ２(無石綿)(　・6　・8   ・5　　 )

　台所

　便所

・ ・不燃 ・準不燃 ・難燃

※　タモ集成材　ポリウレタン樹脂

特記仕様書４

・　図示

・インシュレーション

造作材　ＣＬ

※　12.5(不燃)　 ・9.5(準不燃)    

・フラットタイプ(・9　(不燃) ・12　　・    )

・凹凸タイプ（・12 (不燃)  ・15 ・19 ・　　）

※せっこうボード

※キッチンパネル　t=3（ｱｲｶ　ｾﾗｰﾙ同等）

※

※

・不燃 ※準不燃 ・難燃

・不燃 ※準不燃 ・難燃

※　図示

　　・　標仕１７．３．２による

・　Ｅ種　　　・　　

・　Ｅ種　　　・　　

・　Ｅ種　　　・　　

・　Ｅ種　　　・　　

・　Ｅ種　　　・　　

・　Ａ種　　　・　　

・　ステンレスボルト

・　Ａ種　　　・　　

・　Ａ種　　　・　　

・　Ａ種　　　・　　

・　上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

断熱材　　　　　　・　適用しない

耐火用目地材　　　・　適用する　　・　図示

　　　　　　　　　・　適用する[種類：　　　　厚さ(mm)        施工箇所　・　図示]

製品の寸法許容差　・標仕表１７．３．１による                 　　 (17.3.3)(表17.3.1)

  性能値　　・　建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた

　設計用震度　　水平方向（ＫH）  ・ １．０　　・　　

　　　　　　　　垂直方向（ＫV）  ・ ０．５　　・　　

・　±(1/100)×H以上

・　±(1/200)×H以上

・ 部材が破損せず、破損脱落も

・ 2・　コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・ 2

・ 4.0又は4.0

　・　無地

・ ５～７　　・　　

・ ４～６　　・　　

・　全面接着工法

・　ループパイル ・ 第一種・第二種　 ・　500x500    ・ 6.5

・　平滑仕上げ　・　防滑仕上げ　・　つや消し仕上げ

・　薄膜流し展べ仕上げ　

　・　厚薄膜流し展べ仕上げ（・　平滑　　・　防滑）

・　樹脂モルタル仕上げ　（・　平滑　　・　防滑）

 ・ 規制対象外          ･　 第三種

・　Ｃ種　　・　

畳下地　　　　　厚さ(mm)     ・　40　　・　65　　　・　80　　　　　（不燃）

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類　　　 厚さ(mm)     ※　33　　・　95　　　　　　　 　　　 （不燃）

※化粧せっこうボード

・ グラスウール吸音ボード３２Ｋ

・ ２５       ・ 

・ ２５       ・ 

・　アルミ ・　焼付け塗装品

・　塗装品

・ 200

・ 300

・２種ｂ

・Ａ種１

・ 一般部

・ 断熱材補修部分

※ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
※ 24K

※ 天井

※ 壁 ※　５０

仕上種別    ・  平滑仕上        ･  防滑仕上 

材質 　　 　ウレタン樹脂系塗料 ( ・ 標準色    ･             )

材　質　　　　水性エポキシ樹脂系塗料（・標準色　　・　　　　　）

・３種ｂ

・　２５

・　２５

・　１５

　スロープ及びボーダー　　　・　製造所の標準仕様　　・　図示

　コンセント等の取付対応　　・　製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

            　              ・ ２０～３０パーセント

　空調用吹き出しパネル　　　・　無し

・ 鋼板
（・ 0.6

・ メラミン樹脂

・　鋼板

・　鋼板

　・　メラミン樹脂化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付）

取付け工法　　・　接着工法　　　　・　埋込み工法

　　　　　　　　　　・　有り(・　ビニル製　・ ステンレスSUS304)　　・　無し　

・ 緑 ・ 黒

・ 緑 ・ 黒

・ 白

・ 白

・ 焼付け

・　ほうろう

・平面　　・　曲面

厚さ (mm)    ・ ５

衝突防止表示　・　図示（市販品　・　ステンレス製　径約30mm  ・　　　　）　 (20.2.10)

　　適用安全使用温度　　・　６５０℃     ・ ４００℃

　　適用安全使用温度　　・　４００℃

 ・　Ｂ種　　・　

※強化せっこうボード 12.5（不燃）

　洋室

                                           　　 (19.5.2～19.5.6)(表19.5.1～表19.5.6)

・ケイ酸カルシウム板

せっこうボード面  　　　　　※　B種　  　・　A種(施工箇所:            )

回り縁はとい付きとし、

耐震性能5000Nについては､平成元年建設省告示第1322号｢耐震型フリーアクセスフロアの開発｣

　配線用取出パネル　　配線取出し開口:パネル１枚につき40mmx80mm程度の開口１箇所以上

※　発泡層のあるもの ・ 2.8・　無地　・　マーブル柄

・

t=12

笹　原

　　　　　　種別　　・　Ａ種　　※Ｂ種（施工箇所　　　　　　　　　　　　）

高さ(mm)    ※  ６０　　　・　７５　　     　　　　　       　          　　 (19.2.2)・

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

１階壁　ＥＰーＧ

軒裏　　ＥＰ

棚　　　ＳＯＰ

A-04R 8 . 8



・　１種　・　２種　・　３種

・網入り磨板ガラス

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

27．視覚障害者用

・　クラッシャーラン（Ｃ－４０）又はクラッシャーランスラグ（ＣＳ－４０）

工法　・　目地張り　　・　べた張り

20

ユ

ニ

ッ

ト

及

び
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事

11．ブラインド

形　　式 スラットの幅（ｍｍ）

・　縦形

・１００

・８０

スラットの材種

・操作棒式

・１本操作コード

・２本操作コード

・アルミスラット

・クロススラット

種　　　　類

12．ロールスクリーン

装　　　置

電動 手引

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

備　　　　　考施　　工　　箇　　所

　

　

施　　工　　箇　　所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ひだの種類名　称　品　質
形　式 装　　　置

片引引分電動ひも手引

　　ボックス及び

　　カーテンボックス

・　市販品（アルミニウム製　　押出し型材）

・　図　示

方　　向

・　垂直方向

・　水平方向

タ　　イ　　プ 耐火性能

・　耐火型

・　非耐火型

防水性能

・　有り

・　無し

目　　　　地

目　地　材

目地寸法(mm)

シーリング材（見え掛りのみ）

内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

シーリング材（内外とも）

製造所　

材　　質　　アルミニウム製（　※　額縁タイプ　・　目地タイプ）

13．カーテン

17．止水板

18．天井点検口

15．ブラインド

16．耐震スリット

19．床点検口

20．鋼製書架及び

　　　物品棚 種　　類

・　鋼製書架

・　鋼製物品棚

規　　　格　　　等

ＪＩＳ　Ｓ１０３９の規格による

ＪＩＳによる種類

21．かぎ箱 市販品

形　式　　・　３０組用　　・　６０組用　　・　１２０組用　　・　　

22．くつふき

　　マット

市販品

材 質   ・ 塩化ビニル製(コイル状　ステンレス製受枠) ・ ビニル製(ステンレス製受枠)

　　　　・　硬質アルミニウム製(受枠とも)  ・　ステンレス製(受枠とも)

23．流し台ユニット
種　　　類

・　水切り棚

寸  法  (L=mm)

※ 優良住宅部品

適　用　内　容 規格・品質等

※　1200  ・ 900  ・　

トラップ付き

(セクショナル
キッチン１型)

奥行き(mm)  ・　約４５０　　・　約６００

24．屋内掲示板

25．洗面カウンター

20

ユ
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事

ブロックパターンはJIS T 9251による                                        (19.2.2)

　　　　　・　レジンコンクリート製

・線入り磨板ガラス ・ ・
アルミ製枠付き

高さ(mm)

・固定式

材　　質 厚さ(mm) 備　　　　　　考

26．防煙垂れ壁

・可動式

・垂直降下式
　（巻取り型）

・回転降下式

※不燃布
（不燃認定品）

高さ(mm)

・800
・

ガイドレール
　※固定式（壁埋込型）
　・可動式（天井収納型）

鋼板製又はアルミ製
・800
・

表面仕上げ
　※天井材張り

種　　類 材　　質 備　　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

　　床タイル 色彩は黄色を原則とする

　　

　　

　　

　　

　　

地上高さ(m)         ・　６　　・　８　　・　１０　　・　１２

固定方法　　　　　　・　埋込式　　　・　ベース式　　　・　バンド式

製　造　所　　　　　

材　　種　　　　ステンレス製ＳＵＳ３０４

・　ビニル被覆エキスパンドフェンス  

製造所

材質　　　　　　　　　　　　　　　　

ホルムアルデヒドの放散量

　　ジョイント金物 クリアランス   ・ 50   ・ 100    ・ 150    

耐火性能  ・ あり (           )     ・ なし

材質     ・ アルミ      ・ ステンレス      

22

舗

装

工

事

１．盛り土に用いる

　　材料

２．遮断層及び凍上

　　抑制層の材料 　　　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　　　厚さは図示

３．路床安定処理

    種　類      ・　普通ポルトランドセメント　　・　フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　　　・　生石灰（　　　　　　）　　　・　消石灰（　　　　　　）

４．路床土の

　　支持力比試験

22

舗

装

工

事

・１種(G)

種類 施工 適用 色 幅(mm) 布厚さ(mm) 揮発性有機溶剤の含有率

・２種(G)

常温

加熱

溶融

液状 ※白 ※150 ※1.0 塗料総質量に対して

5%以下
・ ・ ・

粉体状

JIS K5665（路面標示用塗料）による

・　表層に、溶融スラグ入り再生合材　密粒度(13)を使用する。

・　基層に、溶融スラグ入り再生合材　粗粒度(20)を使用する。

　　二次製品

・　コンクリート二次製品はエコセメント(JIS R 5214)使用製品とする。

24

そ

１．上ガス対策工事

の

他

・　なし

・　あり［　・　自然換気口　　・　ガス抜き管　　・　強制換気装置　　・　ガス検知器　

　　　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　］

・　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

寸法

形　状　　　　・　据置式　　　・　壁張り式　　　・　差込式　　　

・　樹脂塗装メッシュフェンス

23

植

栽

工

事

１．樹木の植栽

　　基盤整備

芝及び地被類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2～3)(表23.2.1～2)

適　用 有効土層の厚さ(cm) 工　法 整備範囲

樹　木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2～3)(表23.2.1～2)

・　３以下

・　３超～７以下

・　７超～１２未満

樹 木 の 樹 高(m)

・　１２以上

工     　法

・　葉張りの範囲

整　備　範　囲

・　Ｄ種

・　Ｃ種

・　Ｂ種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを

有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込

み用土で盛土を行う。

２．植込み用土

３．土壌改良材(G)

　施工箇所　※植栽範囲　・図示

  炭素窒素比（C/N比）

  陽イオン交換容量（乾物）

  ＰＨ

  バークたい肥

  水分

  幼植物試験の結果

  窒素全量（現物）

  りん酸全量（現物）

  加里全量（現物）

  有機物の含有量（乾物） ：70%以上

：35以下

：70meq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：生育阻害その他の以上を認めない

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

  発酵下水汚泥コンポスト

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する

原料を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

  ひ素

  カドミウム

  水銀

  ニッケル

  クロム

  鉛

  有機物の含有量（乾物）

  炭素窒素比（C/N比）

  ＰＨ

  水分

  窒素全量（現物）

  りん酸全量（現物）

  アルカリ分（現物）

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：20以下

：8.5以下

：50%以下

：1.0%以上

：0.8%以上

：15%以下

４．支柱材

 

適　用　時　期

下　記　以　外

冬　　　　　期

ＰＫＲ－Ｔ１

ＰＫＲ－Ｔ２

種　　　　類

・　モルタル

種             　　　　類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目　地　材

有効土層の厚さ(㎝)

ただし、低木は

植栽範囲

・　図示

５．幹巻き用材料

６．芝張り

・真竹　　（良質な２年生以上）

       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　(20.2.12)

28．旗竿

29．旗竿受金物

30．フェンス

31．屋外掲示板

33. 収納家具

34．エキスパンション

１．排水管 排水管用材料                                          (21.2.1)(表21.2.1)(21.3.3)

材　　　　種 管　　の　　種　　類 管形状（接合方法）

※　遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

・　硬質塩化ビニール管

・ 排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

※　外圧管（※１種　・２種）

※　ＶＰ　・ＶＵ

・　ＲＥＰ－ＶＵ（Ｇ）

Ｂ形（ゴム接合）

車道部の排水管の敷設                          　　　　　        (21.3.1)(21.3.3)

　　　　　　　※　図示

　　　　　　　・　砂基礎（地業厚さ２０cm以上　材料　山砂の類）

２．排水桝及びふた

適　用　荷　重種　　　　　　　　　　　　 　　　　類

・　水封形

・　密閉形（テーパー　・パッキン式）

・　簡易気密形（パッキン式） 

・　中蓋付密閉形　　

・　Ｔ－　２用

・　Ｔ－　６用

・　Ｔ－１４用

・　Ｔ－２０用

材　　　　質

・　鋼製

・　ステンレス製

※　受枠付き

・　　

ボルト固定

　※　無し

　・　図示

・　溝ふた用

・　桝ふた用

・　かさ上げ用

・　Ｕ字溝用

・　

・ T- 6用

・ T-14用

・ T-20用

・ T- 2用

・ 歩行用 ※  細　目

※  普通目

・　細　目

形　　　式 種　　　　類 適用荷重 メンバー
ピ ッ チ

※ 凹凸形

※ 平　形

・ 凹凸形

上面形状

３．埋戻し土 ※　Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(21.2.3)(表3.2.1)

４．浸透管及び

　　浸透桝

製　造　所      　

21
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　  (20.2.14)

※　市販品

鋳鉄製マンホールふた                                                    (21.2.2)

グレーチングふた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(21.2.2)

防炎性能　※　有り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.13)

14．カーテンレール

　注意喚起用床材)

 (誘導用及び

６．砂の粒度試験

５．路床締め固め度

　　の試験

７．路盤材料 (G)

透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

の試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                (22.4.2)(表22.4.1)

カラー舗装の着色骨材　　・　有色骨材（焼成）　・　着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　　※　再生アスファルト(G)　・　ストレートアスファルト　    (22.4.3)

※ アスファルト舗装

※　無し　　・　有り

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

※　顔料混入加熱アスファルト混合物

・　　　・ カラー舗装

備　　　　　　　　考区　分

表　層

種　　　　　　　　　　別

シールコート　　　　　 ※　行わない　・　行う（施工範囲　　　　　　）   (22.4.5)

アスファルト混合物の抽出試験 　※　行わない　・　行う                   (22.4.6)

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類　　　　　　　　　(22.7.3)(表22.7.3)

アスファルト混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.7.3)(表22.7.2)

・　コンクリート平板舗装                                              (22.8.2～3)

インターロッキングブロック舗装                                        (22.8.2～3)

・　

種　　　　類 厚さ(mm) 色彩及び表面加工等

・ 誘導注意喚起用ブロック 誘導注意喚起用ブロックは黄色

・ 透水性ブロック　（Ｐ）

・　植生ブロック　（Ｖ）

・　　

種　　類

・　　 ・ ・アスファルト舗装

施工方法 基　層厚さ(mm)

・舗石舗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.8.2～3)

インターロッキングブロック

JIS R 5210ポルトランドセメント､JIS R 5211高炉セメント、

JIS R 5212シリカセメント､JIS R ５２１３フライアッシュセメント、

白色ポルトランドセメントとする。

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

セメント

骨材

混和材料

項　　　目 品　　質　　・　　性　　能

着色材料

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロック

の品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

外　　観

曲げ強度(N/mm2)

透水係数(cm/sec)

圧縮強度(N/mm2)

長　　さ 幅 厚　　さ

±３

±３

±３

±３

±３

±３

±３

＋５～－１

±３

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

５．０以上

３．０以上

４．０以上

３２．０以上

１７．０以上

０．０１以上

寸法許容差(mm)

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

材

料

８．路盤の締固め度

10．ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

13．ブロック系舗装

14．路面標示用塗料

15．溶融スラグ

16．コンクリート

７．吹付けは種用

８．地被類

　　　　　種子等

９．屋上緑化(G)

       土壌層の厚さ   ・　図示   ・　管理型

  　     保水・排水層 　・　軽量骨材（層の厚さ          ）　　　・　板状成型品

　     透水層、保水層及び排水層等

　     芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※図示

植栽基盤及び材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23.5.2～3）

工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23.5.4）

11．透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

12．排水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

※　再生クラッシャーラン（Ｃ－４０）　(G)　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.3.3)

９．アスファルト舗装

章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記     　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項 章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項章 項　　　　　　目 特　　　　　　　　　     記      　　　　　　　　　事   　　　　　　　　　　項

特記仕様書５

・　1200  ・1500  ※1050

※　 600  ・ 700  ・　　

・　1200  ・ 900  ※ 1050

※　流し台

※　コンロ台

※　つり戸棚

枠の材質　　　・　アルミニウム製

表面の材質　　・　塩ビ発泡シート張り　　・　　

・6.8 ・500

・500

・500

屋　内　　・　塩化ビニル製　　　・　磁器又はせっ器質タイル(・ 300   ・　　　)

屋　外　　・　レジンコンクリート　・磁器又はせっ器質タイル(・ 300   ・　　　)

材　　質　　　　　　・　アルミニウム製合金製

形　　式　　　　　　・　テーパー型　　　・　同一断面型

操作方法　　　　　　・　ハンドル式　　　・　ロープ式

照明器具　　　・　有り　　　・　無し

施　　錠　　　・　有り　　　・　無し

                              ・ スプリング付　　　・　スプリング無し

　
形状・寸法         ・ 図示

　　　・ 規制対象外      ・第三種

防水型    ・外部　適用する     ・　内部 適用しない

・　横形 ・ギヤ式　・コード式 ・　２５・アルミニウム合金

形　式　　・　片引き　・　引分け（・　暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

　　溝幅×深さ(mm)  ・　90×150     ・ 150×80      ・ 120×80     ・120×150　　　  

　　色　彩　　　　　・　Ｂ－１　　

　　　　　　　　　　・　Ｂ－２（・　ブラウン系　　・ ブラック　・　ステンカラー）

　・　完全（全貫通型）スリット

・　２０×１０　・　　 ・　２０×１０　・　　

材　　質　　アルミニウム製（受け枠　・　アルミ製　・　ステンレス製）

・　４種　・　５種　・　６種

ステンレス製　・ 1段式

・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種                   (22.2.3)(表3.2.1)

・　遮断層　　　　・　川砂、海砂又は良質な山砂     ・                  (22.2.2､3)

・　凍上抑制層　　・　再生クラッシャラン  ・ クラッシャラン  切り込み砂利  ・ 砂

・　添加材料による安定処理                                    (22.2.2～3)(表22.2.2)

　　添加量　　　　　kg/m3（目標ＣＢＲ　　・　５以上　　・　　　　）

・　行う（・　乱した土　　・乱さない土）                                (22.2.5)

・　行う                                                                (22.2.5)

・　行う

・　行う

・ 粗粒度アスファルト混合物(13)

早強セメント　　　　　・　使用しない　　　　　・　使用する              (22.5.3)

注入材料　　　　　　　・　低弾性タイプ　　　　・　高弾性タイプ        (表22.5.3)

溶接金網　　　　　　　・　有り　　　　　　　　・　無し          　　 (22.5.3～4)

厚さ試験　　　　　　　・　行わない　　　　　　・　行う                  (22.5.6)

アスファルト混合物の抽出試験　　・行わない　・　行う　　　　　　　(22.6.6)(22.4.6)

　・改質アスファルト　１型　　・改質アスファルト　２型

アスファルト混合物の抽出試験　　・行わない　　・　行う　　　　　　　　　(22.7.6)

・　普通平板(N)

・　透水平板(W)

・　300角 ・　６０ ・　砂

・ 標準ブロック　（Ｎ） 車道部　・　８０　・　

歩道部　・　６０　・　

・　標準品

・　８０　・　１００

・小舗石（花こう岩）　　・80～100　・　 ・うろこ張り ・コンクリート舗装

・行う　・行わない ・ Ｂ 種 　 　・ 2 0　 　 ・植栽範囲　・図示

・ 100

・ 60

・ 80

・ 50

・　Ａ種

・　現場発生土の良質土　　　　・　客土（・　畑土　　・　黒土）          (23.3.2)

・適用する                                                           (23.2.3～4)

・杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）(G)  ※加圧式防腐処理       （23.3.2)

・　幹巻き用テープ　・　わら及びこも                                     (23.3.2)

種類　・　こうらい芝　　・　野芝                                          (23.4.2)

・　コンテナ栽培品

　       植込み用土            ・　改良土　　　・　人工軽量土

　       樹木の種類、寸法、株立数、寸法等　　　　・図示

材　種　　・　アルミニウム製　　　　・　ステンレス製                　　  (20.2.14)

・ 3種1号

材　種　　　・　メラミン樹脂化粧板張り(芯材：集成材)　・　人工大理石

加熱アスファルト混合物の種類　　　　　     　　　　　　　　　　　　　(22.4.4)(表22.4.5)

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度を持ち、ごみ、泥、有機物、

使用上有害な傷、ひび割れ、欠け、変形等がない。

・　洋芝類　　　・クローザー

バックガード ※ 無

・　無し　　※　有り

笹　原

　　　

　　32．車止め支柱 ステンレス製(上下式)　径48.6mm  t=1.5mm  H=700mm

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-05R 8 . 8

※ 開粒度アスファルト混合物(13)



　　クルデータ統合システム－COBRIS－」により作成し、施工計画書に含め各1部提出すること。

風道、埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口、換気扇、大便器等　　

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

特記仕様書６

　3)建設廃棄物の処理を委託する場合は、運搬あるいは処理について許可業者と各々建設廃棄物処理

　　に、実際に要した処理費等(受入伝票、写真等)を証明する資料を監督職員に提出し確認を受ける

　　こと。

　1)　指定(A)(工事間流用)の場合

　　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間流用を図る

　　ものとし、下記指定地に搬出すること。

　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　　工事　　　　市　　　　　町地先

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　5)建設副産物の処理にあたって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニュフェスト方式による場合

　　　また、電子マニュフェスト方式による場合は、建設廃棄物の引渡し時、運搬終了時及び処分終了

　　に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設リサイ

　　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実

別記－１　建　　設　　副　　産　　物　　の　　処　　理

　2)　指定(A)(その他)の場合

　　建設発生土(　　　　　m3)は、　　　　　　　　　　地先に搬出するものとする。

　　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

　　　　なお、詳細については監督職員の指示によること。

1 共通事項

5 発生処理土

　1)　指定(A)(工事間利用)の場合

　　本工事により再生処理した処理土のうち、下記に示す処理土については、工事間流用を図るもの

　　とし、下記指定地に搬出すること。

　　　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　　工事　　　　市　　　　　町地先

　　　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　　　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　　　　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。また、建設汚泥の再生利用に当たっては、
　　　平成18年6月12日付国土交通事務次官通知「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン」等に基づ

　　　き、適正に処理すること。

　　　　なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　　　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員にと協議するものとする。

　建設発生土情報交換システム(JACIC)を活用して、建設発生土と同様、積極的に工事間利用に

　より利用先の確保にに努める。

留意事項

1 利用先の確保

2 中間処理施設の選定

　中間処理施設の選定に当たっては、利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するため、他の残

　土と混ざらないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このため、経済性を含めて、

　総合的に判断する必要がある。

　　また、リサイクル原則化ルールに基づき、建設副産物情報交換システム(COBRIS:JACICシステム)

　の登録処理業者を活用して、50km範囲で検索する。

3 品質・安全性の確保

　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。

4 一時保管

　利用先との工程調整のため一時保管する場合には廃棄物処理法等の手続きが必要となるので注意

　する。

はり、床、壁貫通部

埋込形（分電盤、端子盤、プルボックス）

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切込み

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル

配電盤、制御盤、キュービクル

受水槽、消火水槽

テレビアンテナ、避雷針

架台、アンカーボルト

配線ピット、トレンチピット

機器付属の制御盤（接地とも）

制御盤と動力盤の間（接地とも）

天井吊り型ＦＣＵ及び全熱交換形換気扇（接地とも）

煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配線配管

防油堤

インサート、吊りボルト

換気扇枠

開　
　
　
　

口　
　
　
　

部

基　
　
　
　
　
　
　
　
　

礎

屋　

内

屋　

外

屋　

上

点
検
口

配　
　
　
　

管　
　
　
　

配　
　
　
　

線

床、壁、天井

鉄骨、ＰＣ板等への穴開け、補強、スリーブ入れ（工場加工）

外部取り付けガラリ（ダクト、チャンバー接続用フランジを含む）

施　工　区　分

建築

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

躯体と一体のもの

上記以外

鉄筋基礎

無筋基礎

躯体と一体のもの

上記以外

一次側

二次側

電源供給

操作

回路

配管

配線(　 　)

〇

〇

〇

〇

電源供給

操作

回路

配管

配線(　 　)

〇

〇 〇

〇

鉄筋補強

スリーブ、型枠

鉄筋補強

スリーブ、型枠

補強とも

補強のない場合

別記－２　　工　　　　事　　　　区　　　　分　　　　表

セメントの種別　　　※　普通ポルトランドセメント　　　・　早強ポルトランドセメント

5以上15未満 2以上 5未満

11/ 1～ 4/20

(表6.4.1)

君津・木更津地区

千 葉 中 央 地 区

千 葉 北 部 地 区

千 葉 西 部 地 区

九 十 九 里 地 区

館 山 地 区

勝浦・鴨川地区

東 総 地 区

地　　　　　　区 市　　　　　　町　　　　　　村　　　　　　名

北 総 地 区

11/ 1～ 4/30

千葉市・市原市・四街道市

早強ポルトランドセメント

市川市・印西市・浦安市・習志野・八千代市・船橋市・白井市・本埜村

今回対象地区

３(N/mm2) ６(N/mm2)

我孫子市・柏市・鎌ヶ谷市・野田市・松戸市・流山市

成田・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市・印旛村

旭市・香取市・銚子市・東庄町

白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村

東金市・山武市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・一宮町・大網白里町・御宿町・九十九里町

別記－３　コンクリート強度の気温による補正値（Ｔ）

10/20～ 4/ 8

10/13～12/15

 2/ 4～ 4/10

10/22～4/ 7館山市・鋸南町・南房総市

勝浦市・鴨川市・大多喜町

10/20～ 4/ 8

10/11～12/ 7

 2/11～ 4/13
12/ 8～ 2/10

10/10～12/ 9

 2/11～ 4/14

12/16～ 2/ 3

12/10～ 2/10

確認すること。

金属製又は木製とし

改善措置機材

最上段

を用いる場合

二段手すり 手すりの安全帯取り付け強度を

9
0
0
以

上

高さ100mm以上とする。

ＧＬ

幅木(つま先板)

①足場の組み立て解体作業は、二段手すりが先行して取り付けられている状態で行うこと。

最上段については、手すり先行専用足場型といえども

二段手すり

中間段

ブレース

鋼製布板

建枠

枠組み本足場

鋼製布板（最上段）

最下段

中間段

改善措置機材を用いる場合は

丈夫な手すりとする

②足場の使用時には、最下段を除く全段に二段手すり及び幅木(つま先板)を設置すること。

③上図手すり先行専用足場型によらず、改善措置機材を用いる場合には、

　｢手すり先行工法に関するガイドライン」に規定された機材を使用し、手すり先行専用足場型と

同等の機能を確保した足場とする。

改善措置機材を用い幅木（つま先板）を設置すること。
（金属製又は木製とし高さ100mm以上とする。）

H＝900mm以上で中さんを有する

幅木(つま先板)は

工　　　　事　　　　内　　　　容
普通ポルトランドセメント

16以上 8以上16未満 15以上3以上 8未満

 5/ 1～10/20
10/21～12/10

 3/11～ 4/30
12/11～ 3/10  4/21～10/30

セ メ ン ト の 種 類

打設後28日までの平均気温

補 正 値 （ Ｔ ）

 5/26～10/31
11/ 1～12/31

 3/16～ 5/25
 1/ 1～ 3/15  5/ 1～10/31

０(N/mm2) ３(N/mm2) ６(N/mm2) ０(N/mm2)

 4/16～10/12
10/13～12/ 1

 2/28～ 4/15
12/ 2～ 2/27  4/ 9～10/19

 4/19～10/ 8
10/ 9～11/19

 3/ 3～ 4/18
11/20～ 3/ 2

 4/21～10/ 4
10/ 5～11/17

 3/ 7～ 4/20

 4/16～10/12
 2/28～ 4/15

 4/15～10/14
10/15～12/ 8　

 2/21～ 4/14
12/ 9～ 2/20  4/ 8～10/21

 5/ 1～10/31
3/ 1～4/30

11/ 1～12/20
12/21～ 2/28

10/13～12/ 1
12/ 2～ 2/27  4/ 9～10/19

 4/21～10/ 4
10/ 5～11/17

 3/ 7～ 4/20
11/18～ 3/ 6  4/14～10/10

 4/11～10/12

11/18～ 3/ 6  4/15～10/ 9

　本工事により発生する

3 路盤廃材

4 建設廃棄物

設備工事

受水槽、サービスタンク、

高架水槽、クーリングタワー、消化栓補給水槽、浄化槽

〇

〇

「働き安い安心感のある足場」手すり先行専用足場型概念図（参考）

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)                       　   に運搬し、処理するものとする。

本工事により発生する

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　　    　 に運搬し、処理するものとする。

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　　    　 に運搬し、処理するものとする。

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　　    　 に運搬し、処理するものとする。

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　       に運搬し、処理するものとする。

　1)「千葉県建設リサイクル推進計画2020ガイドライン」

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場) 　　　　　 　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

　　施書」並びに「建設副産物情報交換システム登録証明書」を同システムにより作成し、各1部提出する

　　とともにこれらの記録を工事完成後5年間保存しておくこと。
　　なお、受注者は再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げること。

　2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基づき、建設副産物の処理に先立ち、
「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部を提出すること。

　　契約書を締結し、「建設廃棄物処理委託契約書」、収集運搬・処分場許可書の写しを提出すること。

　4)建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、1部提出するととも

　　は、複写式伝票のD票及びE票の写しを提示すること。

　　時に登録した情報をパソコンにより印刷し提示すること。

  1)アスコン塊(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　地先、片道運搬処理　　　　　kmの

　2)コンクリート塊(　   　t)は     　  市    　  　 地先、片道運搬処理　 　  　kmの

　3)建設発生木材(　     ㎡)は　　　　　市  　　  　地先、片道運搬処理  　　  kmの

　4)建設汚泥(　　　t)は  　　　  市　　　地先、片道運搬処理　　　　  kmの

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　       に運搬し、処理するものとする。

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)       　　　　　　       に運搬し、処理するものとする。

　5)ｱｽﾍﾞｽﾄ含有形成板(　　　　m3)は　　　　　市　　　　　地先、片道運搬処理　　　　kmの

　6)ｶﾞﾗｽくず(  　　　m3)は　　　　　　　市　　　　地先、片道運搬処理　　　　kmの

　7)廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類(  　　　m3)は　　　　市　　　　地先、片道運搬処理　　　　kmの

　8)混合廃棄物(  　　　m3)は　　　　　市　　　　地先、片道運搬処理　　　　kmの

笹　原

木更津市・君津市・袖ケ浦市・富津市

　3)　指定(B)の場合

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

2 建設発生土

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-06

　　建設発生土(　43.6　m3)は、片道運搬処理 40 ㎞の(株)大倉（富津市高溝128番地1）に搬出するものとする。

  路盤廃材(　　48　 t)は　袖ケ浦市　坂戸市場地先、片道運搬処理　　4.8　kmの

          　        (※ 中間処理場　・ 最終処分場)    (有)渡辺産業    に運搬し、処理するものとする。

R 8 . 8



2
,
6
5
0

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１
縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

Ｎｏ

工事名称

図面名称

笹　原 A1：1/50

配置図・案内図

（法第42条1項1号）

1,800

申請建築物

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

3,000

ＫＢＭ

市道 神納橘線

4
,
3
8
0

隣地境界線　14,020

案内図
建設箇所

袖ケ浦市神納2420番3

±0±0

-150

±0 ±0

Ｎ

配置図　1/50

道路斜線確認図　1/100

+620

+570+630

+700

-135

Ｎ

※ＫＢＭ+１５０を設計ＧＬ±０

※隣地斜線については建物高さが20ｍ以下の為支障なし

※北側斜線・高さ制限：市街化調整区域　規制対象外

切妻屋根

最高高さ GL+7,395

軒
の

最
高

高
さ

 
G
L
+
6
,
4
7
5

▽ＧＬ

ﾎｰｽ乾燥塔ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

（天端GL+800）

開粒性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

2
,
6
5
0

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
 
1
/
1
6

財政部　公共施設マネジメント課袖ケ浦市役所

1

1
5
0

4,380 2,650

道路幅員

2,
11
6

隣
地
境
界
線

A-07
R8.8

1.5

最
高
高
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：

7
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界

線
　

1
2
,
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0

隣
地
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界

線
　

1
0
,
6
9
0
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設　計 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１
担　当承　認

笹　原
袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

求積図

A2：1/50

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

①

②

③8.
75
9

1
0
.
6
9
0

14.020

1
2
.
3
9
0

17.075

底　辺

×
×
×

高　さ 倍面積符　号

倍　面　積　合　計

×　１/２

㎡

①

②

③

17.075

17.075 8.759 149.559925

求積図　1/50

地番　　神納字前萩原2420番3

17.121

2.
11
5

8.
09
1

17.121 8.091

2.115

138.526011

36.113625

324.199561

162.0997805

11.195

162.09

2.
11
6

A-08R8.8



・自然排気口：アルミ製丸型ガラリ防虫ネット付　φ=150　

　　同　　　　上

設　計

外　部　仕　上　表 凡　　　例 特　記　事　項

内　部　仕　上　表

床 壁 天　　井

階 室　　名 備　　　考

等級 等級 等級 廻り縁 天井高

屋　    根

軒　　　天

外   　 壁

根 　廻　 リ

開　 口　 部

樋

ＰＢ　：プラスターボード

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント

ＥＰ　：合成樹脂エマルションペイント

規制対象外 Ｆ☆☆☆☆車　　　庫 コンクリート　金ゴテ 基礎立上り　あらわし 塩ビ製

コンクリート打放

庇 軽量アルミ形材製　Ｗ=1000 Ｄ=600×1箇所　　

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

仕上表

延床面積

※クロス及びビニル床シート接着剤はＦ☆☆☆☆を使用する。

※内装建具に使用する建材は全てＦ☆☆☆☆等級以上を使用する。

・下足入　・杉製棚ＳＯＰ　

建築面積

※不燃材認定ＮＭ－８６９７同等

Ｆ☆☆☆☆

※塗装に使用する材料は全てＦ☆☆☆☆等級以上を使用する。

※防火構造認定　ＰＣ－０３０ＢＥ-９２０１同等

※クロルピリホス・石綿を含む建築材料は使用しない。

１Ｆ ２Ｆ

5,460 5,460

8
,
1
9
0

8
,
1
9
0

１ 　　同　　　　上物　　　入 塩ビ製　　同　　　　上　　　同　　　　上 Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆規制対象外

※準不燃認定ＱＭ-０５２４同等

塩ビ製Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

2400塩ビ製便　　　所 Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆階　段　室 塩ビ製Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆共通

2400

2400

Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

2400塩ビ製廊　　　下 Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆

　　同　　　　上 　　同　　　　上

洋　　　室
流し廻りキッチンパネルの上ビニールクロス

２

担　当承　認

　　同　　　　上　　　同　　　　上 　　同　　　　上

ササラ

　　同　　　　上

　　同　　　　上

の上ビニールクロス

笹　原

木造用規格アルミサッシ　　オーバースライダー

※不燃材認定ＮＭ－１２１７同等

2950

ＣＬ　：クリアラッカー

ビニール巾木　H=60

巾　　木

2950

・流し台 W1,050 D600 H840　　・コンロ台 W600 D600 H500
・吊戸棚 W1,050 D350 H600　　・置式ＩＨコンロ(設備工事）
・レンジフード　H600(設備工事）

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

求積図　1/100

ガルバリウム鋼板（ｶﾗｰ）　t=0.4㎜　瓦棒葺

窯業系サイディング　t=16㎜　塗装品

複合フローリング　t=12㎜

発泡複層ビニール床シート　t=2.8㎜

複合フローリング　t=12㎜

複合フローリング　t=12㎜

集成材　t=30mm

ＰＢ t=12.5㎜(強化)  ※不燃認定ＮＭ-８６１５同等

ＰＢ　t=12.5㎜  ※不燃認定ＮＭ-８６１９同等　

ＰＢ　t=12.5㎜の上　ビニールクロス

化粧石膏ボード t=9.5㎜

ＰＢ　t=12.5㎜  ※不燃認定ＮＭ-８６１９同等　

化粧石膏ボード　t=9.5㎜

ラワン合板　2類　t=5.5㎜

・手摺：タモ集成材φ=35　ＵＣ

MDF　30×9

MDF H=60

物入・クローゼット

MDF H=60

MDF H=60

軒樋：塩ビ角形　Ｗ120(既製品)　　竪樋：カラーＶＰ φ=60

MDF　30×9

便　　　所 規制対象外

A-09

※天井裏等に使用する建材は全てＦ☆☆☆☆等級以上を使用する。

5.46×8.19=44.71㎡

1階　5.46×8.19＝44.71㎡

2階　5.46×8.19＝44.71㎡

合計　89.42㎡

5.46×8.19＝44.71㎡ 5.46×8.19＝44.71㎡

R 8 . 8

ケイ酸カルシウム板　t=6㎜　ＥＰ　

の上 ＥＰ-Ｇ　※準不燃認定ＱＭ-９８１６同等

ＰＢ　t=12.5㎜の上　ビニールクロス（準不燃以上） 化粧石膏ボード　t=9.5㎜（準不燃以上）

・自然給気口：アルミ製丸型ガラリ防虫ネット付　φ=100
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物入

車 庫

ＵＰ

下足入

棚

ＤＷ

便所

洋　室

物入

33.12㎡
ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

便所

１階平面図　1/100 ２階平面図　1/100 屋根伏図　1/100
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換気扇

給気口
IHｺﾝﾛ

24時間対応換気扇
230m3/h
（設備工事）

（設備工事）

換気扇
（設備工事）

換気扇（設備工事）

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

A2：1/100
笹　原

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

平面図・屋根伏図

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-10R 8 . 8

１

１

１
ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

１
ＡＷ

＜消防法による有効である窓＞

直径50cm以上の円が内接する開口部　床面から開口部下端までの高さ1,200以内、w≧75 h≧1,200 2ヶ所以上(硝子網入・強化t=6の場合 1/2)

5.46ｍ×8.19ｍ =44.7174㎡２ A/30　 =1.49058
0.79× 1.3=1.027(1/AW)
1.027× 4ヵ所＝4.108 有窓階

判  定階

建 築 基 準 法 に よ る 開 口 部 算 定

有 効 開 口 面 積必 要 開 口 面 積床 面 積 A室 名

＜換 気

採 光 ＜

＜

Ｏ Ｋ

Ｏ Ｋ

Ｏ Ｋ排 煙

室 名
室 面 積 天 井 高 室 容 積

ｍ 2 ｍ ｍ 3

必 要 換 気 量

ｍ 3/ｈ
機 器 数

有 効 換 気 量
判 定

ｍ 3/ｈ
機 器 記 号 換 気 方 式 備 考

Ｏ Ｋ

必 要 換 気 量

回 /ｈ

0.3 第 3種 換 気

換 気 計 算 表

1

2.145× 3(補 正 係 数 )=6.435

(1/AW)　

(1/AW)　

=6.43 (1/AW)　

洋 室 2.4
VD-20ZVX7-C

三 菱
EF-2230

階 必 要 開 口 面 積階　床　面　積　A
消防法による開口部算定

消防法による有効開口面積 判 定

有窓階1.65× 1.3=2.145(3/AW)

洋 室
２

階

5.46ｍ×8.19ｍ =44.7174㎡１ A/30　 =1.49058

採 光 補 正 係 数 (K)=D/H× 10-1

3.185× 2.7=8.5995(1/AS)(軽量シャッター)

8.5995＋ 2.145＝ 10.7445

33.12㎡

A/20　  =1.656

A/20　  =1.656

A/50　  =0.6624

1.65× 1.3=2.145

(0.79× 1.3)× 4ヵ 所 =4.108 =4.10

(0.79× 0.390)× 4ヵ 所 =1.2324 =1.23

洋 室 ： K=7.03/2.10× 10-1
K=32.47　 　 採 光 補 正 係 数 =3

33.12 79.488 79.488× 0.3=23.8464

※歩行距離10ｍ以下（避難階以外）のため誘導標識設置なし

※収容人数　従業者13人+11.04人＝24.04人　　収容人数25人
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3

屋根裏換気口150φ× 2箇所

消防団看板 木製 W200 H1500

屋根：瓦棒 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4mm

給気口150φ

排気口150φ

郵便ﾎﾟｽﾄ

排気口150φ

給気口100φ

給気口100φ 給気口100φ

軒樋 角型120

竪樋 塩ﾋﾞ60φ
外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm

屋根裏換気口150φ× 2箇所

赤色灯

北側立面図　1/100

南側立面図　1/100 東側立面図　1/100

西側立面図　1/100
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縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

笹　原
A2：1/100

R 8 . 8

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

立面図・断面図

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-11



縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

平面詳細図

A2：1/50
笹　原

展開方向Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

5,460

910910

9103,640
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455 3,185
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１階平面図　1/50 ２階平面図　1/50
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袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-12

框50×200

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm
構造用合板 t=12mm

下足入れ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

物入

便所

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

物入

便所

洋　室

桧枠 40×200 CL

桧枠 40×200 CL

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

桧枠 40×200 CL

窓枠：MDF

棚 SOP

棚 SOP

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm+EP

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm+EP

木縁

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

※壁ふかし

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm

窓枠：MDF壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ t=3
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5mm下地

上部吊戸棚

：二ツ割筋交い ﾀﾞﾌﾞﾙ

：二ツ割筋交い ｼﾝｸﾞﾙ

：二ツ割筋交い ﾀﾞﾌﾞﾙ

：二ツ割筋交い ｼﾝｸﾞﾙ

※柱　全て杉120×120
※柱　全て杉120×120

※1階壁の石膏ﾎﾞｰﾄﾞは強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F)とする

下足入(ﾛﾝｸﾞｼｭｰｽﾞ用3列×5段）1725×758×330 杉田ｴｰｽBS-LL15H3同等品

床：発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.8mm

窓枠：MDF

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm

胴縁 米松 18×45

防湿気密ｼｰﾄ t=0.12
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=50-24kg/m3

窓枠：MDF

PSPS
外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm

胴縁 米松 18×45 

防湿気密ｼｰﾄ t=0.12

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=50-24kg/m3

R 8 . 8
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135

4
1
0

1
,
9
9
0

▽１ＦＬ

105×30

1
,
3
0
0

50

2
0
0

300

3
5
0

4
5
0

1
2
0

6
,
4
7
5

2
,
8
0
0

4
0
0

9
2
0

1
5
0
5
0
3
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

2
5

車　庫

物　入

2
,
4
0
0

3
,
5
7
5

▽梁天端

▽２ＦＬ

2
,
8
0
0

3

10
600600

2
5

7
8
5

▽１ＦＬ
▽ＧＬ1

0
0

1Ｘ Ｘ6

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１ A2:1/30

矩計図

笹　原

矩計図　1/30

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

野地板 構造用合板 t=12mm 1類

垂木 米松 45角 @455

ｱﾙﾐ手摺

1
,
9
9
0

8
5

9
0

7
5
0

2
,
0
5
0

2
,
9
5
0

9
0

1
,
0
0
0

1
2
0

3
0
0

5
0

1
2
0

2
,
6
0
0

6
2
5

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4mm 瓦棒葺

小屋束　105×105

根太 杉 45×40 @303

A-13

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm

野縁 杉 ﾀﾃﾖｺ40×45 @225

枠 200×40 桧 CL

壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm EP-G

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm
構造用合板 t=12mm
木下地

上がり框
50×200 床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

棚 SOP

桁,柱90×90

構造用合板t=12

根太受け 45×90

構造用合板t=12

木見切り

塩ﾋﾞ廻縁

巾木 MDF(ｼｰﾄ貼り) H=60mm
（根太ﾚｽ工法）根太ﾌｫｰﾑ t=33mm

構造用合板 t=12mm捨張
床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm

根太 杉 40×45 @303
ﾗﾜﾝ合板2類 t=9mm

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

野縁 杉 ﾀﾃﾖｺ40×45 @225

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50mm 24kg/m3

廻縁 MDF(ｼｰﾄ貼り) 30×9
天井:ﾗﾜﾝ合板2類 t=5.5mm

野縁 杉 40×45 @225

雑巾摺

軒樋120×120

軒天：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6mm EP

換気口300×150全6箇所

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm
胴縁 米松 18×45 @455
防湿気密ｼｰﾄ t=0.12
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 t=50 24kg/m3

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50mm 24kg/m3

水切：ｱﾙﾐ製

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
ﾓﾙﾀﾙ塗り

根太受け 45×90

束　杉 45×40

根太 杉 45×40 @303

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15mm

構造用合板 t=28mm

R 8 . 8

前框 杉 45×100

野縁 杉 40×30 @455

幕板+破風板180×25

竪樋φ60



縮　　尺承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

A2:1/30

設計年月日
笹　原

1
2
0

2
3
4.
7

23
4
.
7

2
3
4
.7

2
3
4.
7

23
4
.
7

2
3
4
.7

2
3
4.
7

2
34
.
7

2
3
4
.7

2
3
4.
7

2
34
.
7

2
3
4
.7

2
3
4.
7

2
34
.
7

23
4
.
7

91
0

1
,8
2
0

1
,
82
0

1
,
8
2
0

Ｙ7

Ｙ6

Ｙ5

Ｙ4

Ｙ

3Ｙ

120 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7 234.7

910 1,820 1,820 1,820

▽ＧＬ

階 段 室

廊　下

物　入

15

10

 5

 1

16

8
0
0

150φ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50mm 24kg/m3

2
00

10
0

2
,
5
5
0

4
5
0

2
1
0.
9

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

2
1
0
.9

6
7
5

2
,
4
0
0

910

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

廊 下

車 庫

（既製品）
1725＊758＊330

下足入

洋　室

ＹＹ5Ｙ 346Ｙ7

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

根太 杉 40×45 @303
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

野縁 杉 40×45 @225

塩ﾋﾞ廻縁

手摺：ﾀﾓ集成材 35φ×4700

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗装品

野縁 杉 40×45 @225

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5mm+EP

換気口(SUS製)

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

巾木 MDF(ｼｰﾄ貼り)t=9 H=60

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm
構造用合板 t=12mm

木下地

下足入(既製品)
1725＊758＊330

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm

野縁 杉 40×45 @225

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

階段詳細図

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

階段詳細図　1/30

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地

巾木 MDF(ｼｰﾄ貼り)t=9 H=60

A-14

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50mm 24kg/m3

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mm下地
野縁 杉 ﾀﾃﾖｺ40×45 @225

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

廻縁 MDF(ｼｰﾄ貼り) 30×9

ﾗﾜﾝ合板2類 t=9mmSUSﾊﾟｲﾌﾟ φ30×2本

集成材 t=30

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16mm
胴縁 米松 18×45 @455（通気層）

防湿気密ｼｰﾄt=0.12

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材t=50 24kg/m3

巾木 MDF(ｼｰﾄ貼り)t=9 H=60

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12mm

天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm

R 8 . 8
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5X 7Y 1Y

X6 X5 X2 X1 1Y 6Y 7Y

ＢＡ Ｃ Ｄ

木見切り縁 30角

2

基礎立上り

2,
95

0

自然排気口：アルミ製丸型ガラリ　φ=150

基礎立上り

木巾木

2,
95

0

2,
95

0

2,
95

0

2,
95

0

基礎立上り

7Y Y6X6 X6 Y6 7Y

自然排気口：アルミ製丸型ガラリ　φ=150

1,
01

0

自然給気口：アルミ製丸型ガラリ　φ＝100 自然給気口：アルミ製丸型ガラリ　φ＝100

基礎立上り

自然給気口：アルミ製丸型ガラリ　φ＝100

X

床

巾　　木

壁

天　井

備　考

車　　庫

備　考

床

壁

天　井

巾　木

１　階　便　所

コンクリート　金ゴテ

　　　　　　防虫ネット付 ×2箇所　

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

化粧石膏ボード　t=9.5mm

棚　　　　：杉製ＳＯＰ
下足入　　：スチール既成品(15人用)

自然排気口：アルミ製丸型ガラリ　φ=150
　　　　　　防虫ネット付 ×3箇所

コンクリート　金ゴテ

化粧石膏ボード　t=9.5㎜

　　　　　　3列×5段
廻り縁　　：塩ビ製

廻り縁　：　塩ビ製

PB　t=12.5mm（強化）ＥＰ-Ｇ

PB　t=12.5mm（強化）ＥＰ-Ｇ

自然給気口：アルミ製丸型ガラリ　φ＝100

縮　　尺承　　認 設　　計 担　　当

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ

A2:1/50
笹　原

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

展開図（１)

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-15



縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１ A2:1/50

床

巾　　木

壁

天　井

備　考

床

巾　　木

壁

天　井

備　考

一部キッチンパネル

流し台　　：W1,050 D600 H840

Ａ

X

Ｂ

X Ｙ1

X

1

Y6 Y1

Y 6

6 7Y Y

ＢＡ Ｃ Ｄ

ＰＢ　t=12.5㎜の上　ビニールクロス

化粧石膏ボード　t=9.5㎜

Y7 6Y

コンロ台　：W600 D600 H500

展開図（２）

自然給気口：アルミ製丸型ガラリ　φ=150

洋　室

２　階　便　所

X6

Ｃ Ｄ

笹　原

複合フローリング　t=12㎜

　　　　　　防虫ネット付

ＰＢ　t=12.5の上　ビニールクロス

石膏ボード　t=12.5㎜の上　ビニールクロス

発泡複層ビニール床シート　t=2.8㎜

ビニール巾木　Ｈ=60

廻り縁　：塩ビ製

レンジフード　D600（設備工事）

吊戸棚    ：W1,050 D350 H600　　
コンロ　　：置式ＩＨ（設備工事）

置式ＩＨ

キッチンパネル

流し台　W1,050 D600 H840

コンロ台　W600 D600 H500

吊戸棚 W1,050 D350 H600

見切り材　桧 CL

62

自然給気口

見切り材　桧 CL

2,
40

0

67
5

1,
30

0

1,
99

0 2,
40

0

X

ビニール巾木　Ｈ=60

1,
99

0

6 X6

2,
40

0

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

ＭＤＦ　H=60

廻り縁　　：ＭＤＦ

巾木 ＭＤＦ H=60

A-16R 8 . 8



強化ガラス（型）t=４㎜

強化ガラス（型）t=４㎜

符号・数量

姿　　　図

材料　仕上

形　　　式

取付　箇所

備　　　考

符号・数量

姿　　　図

材料　仕上

形　　　式

備　　　考

取付　箇所 車　　庫

×１

アルミ

アルミ

引き違い窓

アルミ

引き違い窓

階段室

引き違い窓

硝　　　子

付属　金物 メーカー標準仕様品一式 附属金物一式

金　　　物

硝　　　子

附属金物一式

×１ ×２

車　　庫

附属金物一式

×１

縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１ A2:1/50

２階キープラン

１
ＡＳ

ＡＷ
２

ＡＷ
１

３
ＡＷ ＡＷ

４
ＡＷ
５

建具表（１）

洋　室・廊　下

強化ガラス（型）t=４㎜

アルミ製焼付塗装

オーバースライダー（バランス式・ローヘッド型）

×１

1階　手洗い

引き違い窓

アルミ

強化ガラス（型）t=４㎜

附属金物一式

2階　便　　所

引き違い窓

アルミ

強化ガラス(型）t=４㎜

附属金物一式

3,185

2,
70
0

740

70
0

1,
29
0

1,
29
0

70
0

740

1,
30
0

1,
01
0

(有
効
1,
20

0以
上

）

1,650

1,
30
0

1,650

(有効750以上)

1,650

以
上 1,

99
0

1,
10
0

1,
30

0

(有
効

1,
20

0以
上

）

笹　原

物入

車 庫

ＡＷＡＷ

ＡＷ

１
ＡＤ

１

３

３

ＡＳ

ＡＧ
２

１
ＡＧ

棚

４

ＡＧ
２

ＡＧ
１

ＡＧ
２

ＡＧ
２

棚

１１

ＷＤ
１

ＡＷ
１

ＡＷ
１

２

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＡＧＡＧ

ＡＷ

ＡＷ

洋室

５

１１
ＡＧＡＧ

ＡＷ
１

ＡＷ
１

１
ＡＧ

ＡＷ
１

×５

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

１階キープラン Ｓ＝1/100 Ｓ＝1/100

物入

ｸﾛｰｾﾞｯﾄ

ＷＤ
４

網戸　　手すり

建具枠：MDF（メーカー規格品）

網戸 ｱﾙﾐ面格子 ｱﾙﾐ面格子 網戸

建具枠：MDF（メーカー規格品） 建具枠：MDF（メーカー規格品） 建具枠：MDF（メーカー規格品） 建具枠：MDF（メーカー規格品）

A-17

ＷＤ
１

R 8 . 8



縮　　尺承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

符号・数量

姿　　　図

見　　　込

沓摺及膳板

硝　　　子

材料　仕上

形　　　式

取付　箇所

金　　　物

備　　　考

符号・数量

姿　　　図

見　　　込

沓摺及膳板

硝　　　子

材料　仕上

形　　　式

金　　　物

備　　　考

取付　箇所

ステンレス

附属金物一式

防虫ネット

同　　左

アルミ

便　所

３６ ３６ ３６

アルミ

１ １
ＷＤ

×１
ＷＤ
２

ＡＧ

ＡＤ ＷＤ
３×１

ＡＧ
１ ２

600

2,
00

0

2,
00

0

Ｎｏ

A2:1/50

切妻面外壁、車庫

建具表（２）

300

洋　室車　庫

車　庫

丁番 丁番 レール レール

強化ガラス（型）t=４㎜ 強化ガラス（型）t=４㎜ 強化ガラス（型）t=４㎜

設計年月日

10
0

10
0

防虫ネット

835

×１

150

15
0

４０

760

1,
90

0
30

0

35

150

15
0

×７ ×４

笹　原

ガラリ　φ＝150耐雨型フード付ガラリ　φ＝150

1,
60

0

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

３６

ＷＤ

1,650

1,
90

0

物　入

レール

×１

クローゼット

４

1,650

2,
30

0

レバーハンドル　シリンダー錠

ドアチェック　メーカー規格品

片開き 片引き戸　アウトセット ２枚折れ戸 引き違い戸

カラー鋼板

ランマ付片開き　フラッシュドア

化粧シート貼り 化粧シート貼り 化粧シート貼り 化粧シート貼り

メーカー規格品（建具枠共） メーカー規格品（建具枠共）
ガラリ　表示錠　戸当り

メーカー規格品（建具枠共）

×2

メーカー規格品（建具枠共）

引き戸錠

A-18R 8 . 8



母屋伏図

下階柱

1
0
5

1
0
5

1
0
5

1
0
5

1
0
5

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

4Ｘ 62Ｘ Ｘ1Ｘ

3Ｘ 65Ｘ2Ｘ Ｘ1Ｘ

7

6Ｙ

5

4

3Ｙ

2

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ1

5,460

5,460

9101,8201,820910

1
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１階天井伏図

※柱は全て120×120
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千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

Ｎｏ

A2：1/100

土台 120×120

１階床伏図

※伏図上で樹種記号のない横架材の樹種は樹2

継手

寸法は幅120のものについては梁せいのみ表示
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2階小屋伏図　

小屋束

継手
火打ち90×90

寸法は幅120のものについては梁せいのみ表示
910 1,820 1,820 910
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Ｙ6

7

Ｘ1 ＸＸ2 6Ｘ4

5,460

2,7301,820 910ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6mm EP

垂木

小屋束　105角
小屋束　120角

樹3 集成材べいまつE105-F300 

寸法は幅105のものについては梁せいのみ表示
※伏図上で樹種記号のない横架材は無等級製材杉※伏図上で樹種記号のない横架材無等級製はべいまつ

笹　原

床伏図・小屋伏図・天井伏図

２階天井伏図
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化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5mmの上ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

ﾗﾜﾝ合板 t=5.5mm

樹2 無等級製材べいまつ
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千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

Ｎｏ軸組図

A2：1/100
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略称告示表三

金物

柱頭柱脚接合金物

HD-B10

HD-B15×2

HD-B25

HD-B20

HD-B15

SB-F

SB-F2

VP

CP-L

ｶｽｶﾞｲ

筋交い接合部金物

（ぬ）

（り）

（ち）

（と）

（へ）

（ほ）

（は）

（に）

（ろ）

（い）

筋交い（45×90） 筋交いﾌﾟﾚｰﾄ(BP-2)同等認定金物等

筋交いの種類

壁軸組図　　1/100
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工事名称

図面名称

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１

Ｎｏ

9
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0

2
,
7
3
0

べた基礎　t=300

短辺:D13-＠150ﾀﾞﾌﾞﾙ

長辺:D13-＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ

基礎梁　(135×750)

主筋　上:2-D13　下:2-D13

STP:D13-＠200

1Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

2

Ｙ3

4

5

Ｙ6

7

1 ＸＸ5 6Ｘ

1 ＸＸ2 Ｘ5 6Ｘ

笹　原

基礎伏図・配筋図

基礎伏図　1/50

Ａ－Ａ'断面　配筋図 1/20

斜め筋

２－２－Ｄ１３

縦筋 横筋

なし なし

上下縦筋 配筋図

梁貫通孔の補強筋

２－２－Ｄ１３

5,460

910910

1,8202,730910

455 3,185

換気口

換気口

換気口

換気口

A A’
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50 300
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D13
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D13

▽1FL

▽GL
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5,460
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D13

D13

縦筋D13 @200 D13

縦筋D13 @200 

D13

D13

D13

D13

1
5
0

5
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1
2
0

3
0
0

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

D13 @200

7
0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15mm(防湿)
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50 18N/mm2

砕石 t=120

2-D132-D13

D13 @200

D13 @200D13 @150 D13 @150D13 @200

STP:D13 ＠200
縦筋D13

耐圧版ｺﾝｸﾘｰﾄ t=300　24N/mm2

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課

Ｘ4

（±0）

（+30）

水
勾
配
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▽GL

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 18N-18-25

ｺﾝｸﾘｰﾄ 21N-18-20

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(開粒)

D13@250

D10D13@250

D10

150

1
5
0

5
0

1
0
0

D13

D10

750

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁詳細図　1/10
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溶接金網

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装詳細図 1/10

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

路床

路盤

表層

2
0
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1
5
0

5
0 GL

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１
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設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当
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工事名称

図面名称

笹　原 A1：1/50
袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

（法第42条1項1号）

ＫＢＭ

市道 神納橘線

±0±0

-150

±0 ±0

+620

+570+630

+700

-135

Ｎ

ﾎｰｽ乾燥塔

開粒性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
 
1
/
1
6

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

FLすり付け
(FL=GL+100)

新設建物

縁石ﾌﾞﾛｯｸ詳細図 1/10

3
0
0

縁石ﾌﾞﾛｯｸ 150×150

GL

8
0
0

200

1
0
0

2
5
0

7
0
0

250

※ 株式会社ｻﾝﾎﾟｰﾙ ﾘﾌﾀｰφ48.6 LA-5K 同等品以上

車止め詳細図 1/10

外構図　1/50

外構図財政部　公共施設マネジメント課袖ケ浦市役所

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

（天端GL+800）

1
0
,
6
4
0

開粒性AS舗装詳細図 1/10

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

D13

隣地境界線

ｺﾝｸﾘｰﾄ（24N/mm2）

ｺﾝｸﾘｰﾄ（24N/mm2）

φ48.6×t1.5
SUS304

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

A-22

上下式車止めφ48.6(鍵付)×8本

縁石ﾌﾞﾛｯｸ縁石ﾌﾞﾛｯｸ

R8.8

13.910
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縮　　尺

設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

工事名称

図面名称 Ｎｏ

１

１

１

１

１

１

１

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

１

１

⑰

⑱

⑲

連通管（φ21.7×1.9-165）

キャップ  （φ165.2用）

底キャップ（φ216.3用）

ゴムブッシュ（φ20）t3.2・t4.0共用

六角ボルト M6×12×12

ゴムブッシュ（29×63有効径）

銘板（NAホスポール）

銘板取付鋲

警告ラベル（安全に関するご注意）

安全帯取付用足場座（C3型）

アイボルト（M16）

中複用六角ナットM16（付クリップ）

保管注意事項ラベル

NAホスポール工事説明書

足場ボルト（W5/8） 29

４

２

２

２

２組

STK400

SPHC

SPHC

EPDM

真鍮

EPDM

アルミ

真鍮

SS400

上質紙

上質紙

強度区分4.6

白コートテトロン
ラミネート

SAPH370

強度区分4

④ 足場座（C5型） 29 SAPH370

番 号 品　　名 個 数

① φ165.2×3.3　H=3250 １

１

１

② φ193　×3.2　H=5400

φ216.3×4.5　H=6500③

材 質

SS400

STK490

STK540

備 考

番 号 品　　名 個 数 材 質 備 考

付属１

付属２

付属３

ウインチ式吊下装置両側12本バンドレス型

ウインチ架台（両側用：併用タイプ）

１組

１組

２組

注記：品番19はビニールで梱包後、ガムテープ等で貼付

　　：ケーブルガイド用リード線を示す。

表示：接合表示

      地際表示（1／4円周に黄色表示）

防食：環境配慮型塗料塗布（ノンタール系）

　　　　　（ボルト類350g/m以上）

仕上：溶融亜鉛めっき450g/m以上

▽ＧＬ

消火用ホース束ね用ロープ
(φ12×15m)

▽ＧＬ

⑥

④

⑤

⑭

⑱

⑫⑬

⑦
⑨

⑥

①

②

③

⑩

⑪

⑲

付属１
付属１

付属２　付属３

⑧

30
0

30
0

14
,4
00

12
,0

00
2,
40
0

1,
00
0

1,
40
0

30
0

50
30

800

3,
25

0
6,
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0

800

5,
40
0

A2:1/50

ホース乾燥塔詳細図

千 葉 県 袖 ケ 浦 市 坂 戸 市 場　１ー１
笹　原

⑮⑯⑰

ホース乾燥塔　正面図　1/50 ホース乾燥塔　側面図　1/50

袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

袖ケ浦市役所 財政部　公共施設マネジメント課 A-23

ウインチ（GM-3-GS-SI-NA） ※カバー付き（右用）

防食(外面)

ｺﾝｸﾘｰﾄ（24N/mm2）

切込砕石

R8. 8
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設計年月日

承　　認 設　　計 担　　当

Ｎｏ

工事名称

図面名称

笹　原 A1：1/50
袖ケ浦市消防団第15分団詰所建設工事（建築工事）

（法第42条1項1号）

市道 神納橘線

Ｎ

ﾎｰｽ乾燥塔

新設建物

財政部　公共施設マネジメント課袖ケ浦市役所 仮設計画図

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ W=6,000×H=1,800

仮囲い単管ｼｰﾄ　H=2,000

くさび緊結式足場

1箇所

仮設計画図　1/50

A-24

44m

R8.8


